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 今年度は、新元号になり新たな時代を迎えようとしています。昭和から平成までは、戦後の復興からモ

ノの時代と捉えれば、令和は「しあわせ」を感じ心豊かな「美しい心」の時代にしたいものです。

　また、今回改訂されたエコアクション21の新ガイドラインは事業者にとって本業に大きく沿い、魅力あ

る内容に改訂されました。その内容を弊社は　①企業価値を高める　②環境負荷とコストを削減して厳し

い時代を勝ち抜く　③社員の活力を引き出し、生かす　④社員が誇れる企業にする事の4項目にまとめま

した。私たち事業者が共に持続可能な成長を推進するためには、社員の人間力すなわち「美しい心」がＥ

Ａ２１活動の大きな推進力になると考えています。

　新元号と新ガイドラインの共通したキーワードを「美しい心」と捉えることで、エコアクション21の改

訂は、時代を先取りした改訂であり、令和の時代は、是非「美しい心」を共に育て全従業員が自社を「誇

り」にし、「しあわせ」を感じる時代としたいです。

　弊社はこのタイミングを大きなチャンスと捉え、１０年間ＥＡ２１を取組んで培った取組みを一から見

直し、新しい時代に沿った課題発見の節目とし今後取組んでいきたいと考えています。

　取組みの具体的なスタートとして、弊社独自のＣ会議（ＰＤＣＡのＣを冠した四半期ことに実施する年

4回のチェック活動会議）を効率よく機能させるために、ＥＡ２１に関する計測データ入力以後は自動で

取組成果を「棒グラフ化」し、取組結果の「見える化」への近づきに成功しました。これによりＣ会議の

審議が深まることを期待しています。また、今日までの取組みを見直すために、今年度の年度末の反省で

は、従来の環境負荷削減の内容を含めて更に視野を広くしていく取組として、フィッシュボーンの頭を

「従業員が誇れる会社」にして全従業員で取組ました。

　今後は、この２点と今日までに培った取組みをまとめ、まずもって更にもう一歩を踏み出し、新しい課

題・活動を見いだし充電期間を設けて焦らず、ＥＡ２１活動を推進していきたいと考えています。

　これらの取組む心構えとしては、先に記しました「美しい心」で、人として「正しい生き方」を目指せ

ば必ずやＳＤＧｓ(ｴｽ･ﾃﾞｨｰ・ｼﾞｰｽﾞ：持続可能な開発目標)に向かっていくものと考えています。もって、

企業の社会的責任を果たして企業イメージを高め、持続可能な企業を目指して全従業員が取組んで行きま

す。

　最後に弊社の環境経営レポートをご高覧いただき、ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年９月２７日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　誠

ごあいさつ

今月の 「江戸しぐさ」
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伊藤鉄工株式会社

代表取締役　　伊藤　誠

〒５０３-０９８５

岐阜県大垣市野口三丁目１番地７号

TEL　0584-91-6849　／　FAX　0584-93-0075

E-mail 　 heky66@proof.ocn.ne.jp 

（2）ものづくりを通して社員の人間的成長を図る。

6.　事　業　の　概　要

6.　事　業　の　概　要6.　事　業　の　概　要

6.　事　業　の　概　要

金属部品の加工に必要な設備は、品質向上を目指して各種揃えている。

１.　事　 業　 者 　名

１.　事　 業　 者 　名１.　事　 業　 者 　名

１.　事　 業　 者 　名

４.　連　 　絡　  　先

４.　連　 　絡　  　先４.　連　 　絡　  　先

４.　連　 　絡　  　先

5.　経 　営 　理 　念

5.　経 　営 　理 　念5.　経 　営 　理 　念

5.　経 　営 　理 　念

（1）お客様のご要望に「確かな技術・誠実な対応」で

　　　応え、社会の発展に貢献する。

マシニングセンター、ＮＣ旋盤、ワイヤーカット等で金属部品（治工具、試作品、金型部品）の加工

２.　代　 表 　者    名

２.　代　 表 　者    名２.　代　 表 　者    名

２.　代　 表 　者    名

３.　所　 　在　   　地

３.　所　 　在　   　地３.　所　 　在　   　地

３.　所　 　在　   　地

Ⅰ.Ⅰ.Ⅰ.Ⅰ.組織の概要組織の概要組織の概要組織の概要

1

11

1．主な設備

．主な設備．主な設備

．主な設備

マシニングセンター

マシニングセンターマシニングセンター

マシニングセンター

複合ＮＣ旋盤

複合ＮＣ旋盤複合ＮＣ旋盤

複合ＮＣ旋盤

汎用フライス

汎用フライス汎用フライス

汎用フライス

ワイヤーカット

ワイヤーカットワイヤーカット

ワイヤーカット

汎用旋盤

汎用旋盤汎用旋盤

汎用旋盤

万能投影機

万能投影機万能投影機

万能投影機

工具顕微鏡

工具顕微鏡工具顕微鏡

工具顕微鏡

拡大鏡

拡大鏡拡大鏡

拡大鏡

ファインマイクロスコープ

ファインマイクロスコープファインマイクロスコープ

ファインマイクロスコープ

サーフテスター

サーフテスターサーフテスター

サーフテスター

二次元図面の読み取り

二次元図面の読み取り二次元図面の読み取り

二次元図面の読み取り

2次元ＣＡＤ

次元ＣＡＤ次元ＣＡＤ

次元ＣＡＤ

3次元ＣＡＤ

次元ＣＡＤ次元ＣＡＤ

次元ＣＡＤ

シリンダーゲージ

シリンダーゲージシリンダーゲージ

シリンダーゲージ

その他各種測定器

その他各種測定器その他各種測定器

その他各種測定器
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7.　事　業　規　模　

7.　事　業　規　模　7.　事　業　規　模　

7.　事　業　規　模　

①創　業　年　月 １９６９年8月（昭和44年）

②資　　本　　金

③従　業　員　数 １４名

④面　　　　　積

　　　1969年(昭和44年) 創業

　　　1979年(昭和54年) 伊藤鉄工(株)を設立

　　　1996年(平成 8年)

　　　2010年(平成22年)1月25日 エコアクション21の認証を取得

認証・登録番号　0004532

　　　2011年(平成23年)3月15日

　　　2016年(平成28年)5月30日 第2回環境人づくり企業大賞2015において

「優秀賞」を受賞

3,456万円

敷地1657.6㎡　　　床495㎡

第14回環境コミュニケーション大賞の環境活動レポート部

門で「奨励賞」を受賞

地元５社が共同で「大垣テクノメタル協同組合」を結成

し、工業団地として新天地へ移転

　3次元ＣＡＤ・ＣＡＭ、ワイヤーカットなどを使用して、複雑な金型、治工具、試作品などの加工をし

ている。

1111．伊藤鉄工．伊藤鉄工．伊藤鉄工．伊藤鉄工((((株株株株))))の変遷の変遷の変遷の変遷

２．主な製作部品

２．主な製作部品２．主な製作部品

２．主な製作部品

３．主な製品

３．主な製品３．主な製品

３．主な製品

テスターベース

テスターベーステスターベース

テスターベース

洗浄台

洗浄台洗浄台

洗浄台

ベンチテスター

ベンチテスターベンチテスター

ベンチテスター

昇降いす

昇降いす昇降いす

昇降いす
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全社・全組織・全活動

２.　対象期間及び発行日　

２.　対象期間及び発行日　２.　対象期間及び発行日　

２.　対象期間及び発行日　 対象期間：平成30年10月1日～令和元年9月30日

(平成31年度の当社会計年度)

第11版　発行日：令和元年10月18日

３.　次期作成予定日　　　

３.　次期作成予定日　　　３.　次期作成予定日　　　

３.　次期作成予定日　　　 令和2年10月中旬　

4.　環境推進組織

4.　環境推進組織4.　環境推進組織

4.　環境推進組織

①環境経営責任者 伊藤　 誠

②環境経営責任者補佐 伊藤とも子

③副環境経営責任者 山田　韶月

5.　環境経営組織図

5.　環境経営組織図5.　環境経営組織図

5.　環境経営組織図

環境経営組織・会議・資料の内容

4.その他EA21に関する取組全般の進捗状況の把握と取組の指示

2.ＥＡ２１推進事務局(C会議、江戸しぐさ更新会議、エコ会議、その他EA21に関する会議等の

推進)

3.「環境への負荷の自己チェック表」及び「環境への取組の自己チェック表」の作成

１.　認証・登録範囲

１.　認証・登録範囲１.　認証・登録範囲

１.　認証・登録範囲

3.各責任者の任命

8.社内外の環境情報の適切な処理

内容

3.「環境経営レポート」の作成内容の確認

9.環境教育・訓練の立案・推進

10.社内外の環境情報を集約し環境経営責任者及び補佐への報告

1.環境経営責任者及び補佐の援助

区　分

組織

環境経営

責任者

6.「環境関連法規」の一覧表を作成し、管理及び遵守状況の評価

4.環境経営理念・方針の策定、見直し、及び全従業員への周知徹底

1.環境経営に関する統括責任者

2.環境経営に必要な人材、設備、費用、時間、技能、技術者の確保

1.環境経営責任者の補佐

5.「代表者による全体の評価と見直し・指示」の作成

6.EA21の更新・中間審査資料全般の承認

7.「環境経営レポート」の作成指示と内容確認と公表の承認

　※社内の受注状況とEA21取組状況の調整

4.「環境経営計画表」の作成

5.環境経営の実績値の集計と環境経営責任者及び補佐への報告

組織

2.「保全カレンダー」により、EA21に関する取組の指示

1.環境経営理念、環境経営方針の重要性を自覚

2.会議で決めたことは、自主的・積極的に取組む

7.「環境経営ﾚﾎﾟｰﾄ」の作成と公表

8.各種環境関連文書の作成と保存管理

環境経営

責任者

補佐

副環境経

営責任者

全従業員

Ⅱ.Ⅱ.Ⅱ.Ⅱ.対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲

社長

社長社長

社長

環境経営責任者

環境経営責任者環境経営責任者

環境経営責任者

全従業員

全従業員全従業員

全従業員

工場長

工場長工場長

工場長

環境経営責任者補佐

環境経営責任者補佐環境経営責任者補佐

環境経営責任者補佐

副環境経営責任者

副環境経営責任者副環境経営責任者

副環境経営責任者

全従業員が出席

全従業員が出席全従業員が出席

全従業員が出席

①Ｃ会議

①Ｃ会議①Ｃ会議

①Ｃ会議

②江戸しぐさ更新会議

②江戸しぐさ更新会議②江戸しぐさ更新会議

②江戸しぐさ更新会議

③エコ会議

③エコ会議③エコ会議

③エコ会議

④昼礼・昼会

④昼礼・昼会④昼礼・昼会

④昼礼・昼会

※ Ｃ会議とは、環境活動成果を

「環境経営計画」表に基づいて四

半期ごとにチェックする会議で、Ｐ

ＤＣＡのＣを冠した会議
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環境経営組織・会議・資料の内容　（続き）

江戸しぐ

さ更新会

議

会議

エコ会議

4.年間数回実施する。

1.全従業員が出席

2.EA21推進のための協議・連絡

3.その他会社経営に関する協議・連絡

2.実施時期は、Ｃ会議実施月の前の月を原則とする。従って、12,3,6,9月の年4回

3.目的は、江戸しぐさを通して当社の経営理念にある「人間的成長を図る」ことにある。その

ために、期間中に設定した「名言」を全従業員が実践報告し、次期の実践目標になる「名言」

の決定

5.保全カレンダー

6.昼の照明　電源OFF点検票

7.エアコン簡易点検票

8.その他、諸届文書の保管・管理

　①発電設備・変電設備・蓄電池設備設置届

　②溶接・溶断作業届

　③特定設備設置届出書(設備の種類：走行クレーン)の受理書

　④産業廃棄物管理票交付等状況報告書(毎年6月県知事宛提出)

　⑤消防用設備(特殊消防設備等)点検結果報告書

　⑥高圧ガス　周知文書授受確認書

　⑦産業廃棄物管理票(事業系マニフェスト)

　⑧産業廃棄物収集運搬業許可証(岐阜鉱油株式会社)

　⑨産業廃棄物処分業許可証(住友大阪セメント株式会社)

1.電力、ガソリン、軽油、LPG、水の消費量及び鉄屑（再生可能）、水溶性廃油（廃棄）、油

性廃油（再生可能）の使用量、廃棄量とそれに関する費用の集計

2.各車両の走行距離の集計

4.会議は、効率よく進むよう事前に資料配布

昼礼・

昼会

4.機械カルテ(すべての機械設備について記入する。)

1.全従業員が出席

Ｃ会議

3.実施時期は、四半期毎の「環境活動計画表」が集計できる最も早い昼礼後の時間帯に実施す

る。従って、原則10,11,12月分の活動チェックは1月、1,2,3月分のチェックは4月、4,5,6月分

のチェックは7月、7,8,9月分のチェックは10月の年4回の実施

1.全従業員が出席

2.四半期ごとに環境経営結果をまとめた「環境経営計画表」資料に基づきチェックし、対応を

協議し、Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａをうまく回転させる。

4.ホームページ、会社案内の更新

5.その他掲示物の製作

1.日常点検票(クレーン)

2.改善点検票

1.実践テーマである「江戸しぐさ」のポスター製作と掲示

4.全従業員の発言の場（必要な連絡・報告・簡単な協議）

3.月毎のエアコン稼働時間の集計

1.全従業員が出席

2.原則毎週月曜日の12時45分から10分前後の短時間での連絡会

3.社長、工場長が会社経営に関する様々な内容の伝達、報告、依頼

3.設備管理シート(すべての機械設備について記入する。)

資料の製

作と保存

管理

実績値の

集計

啓発資料

の製作、

更新

施設・設

備の点検

票と文書

の保存・

管理

施設・設

備の点検

票と文書

の保存・

管理

2.月毎の「使用電力量の推移」グラフの記入

3.エコ活動写真の更新
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１．電気・化石燃料のエネルギー使用量（二酸化炭素の排出量）の削減に努めます。　　

３．廃棄物を分別回収し、再資源化に努めるとともに、排出量を削減します。　                               

４．節水に努め水の使用量を削減します。

５．環境関連法規の遵守を含めたコンプライアンスの推進をします。

 伊藤鉄工株式会社

　※　環境経営理念・方針は、環境マネージメントシステムを構築運用し、継続的な改善に努める。

１．指標の考え方

１．指標の考え方１．指標の考え方

１．指標の考え方

　（１）指標

　（１）指標　（１）指標

　（１）指標

　（２）基準年度

　（２）基準年度　（２）基準年度

　（２）基準年度

 第4次中期計画は、平成25年度にする。(環境省の日本約束草案の基準年度＜2013年度＞を採用)

　（３）上・下削減値

　（３）上・下削減値　（３）上・下削減値

　（３）上・下削減値

 目標値に対しての評価は、有意差的な判断基準で判断する。

　　　※有意差とは、統計学上確かな差があり、偶然起こったﾃﾞｰﾀでない事を指している。

　伊藤鉄工（株）は、経営理念である社会への貢献と従業員の成長を願い、金属などの切削加工業者として地球環

境問題が地球上の人類と生命にとって最重要課題であることを認識し、環境負荷の継続的削減に努め、社会に貢献

できる持続可能な企業活動を推進します。

   継続的に環境負荷の削減を含めたコストの削減で、持続可能な企業活動を通じ課題を見つけ、その課題解決を

チャンスと捉えた環境マネジメントシステムを構築し運用します。

  そのために、以下の項目を全従業員は継続的に取り組みます。

制 　定 　日 平成21年 1月21日

最終改定日 平成30年12月3日

６．企業価値を高めるために、教育、訓練、研修などで自己啓発し、全従業員は環境経営理念を

    周知徹底して環境経営方針に沿って取り組みをします。

２．生産活動において、作業の効率化、不良率の削減、２Ｓ(整理・整頓)の徹底、３ム（ムリ・ムダ・

    ムラ）の排除などの取組で、コストの削減に努めます。

　　代表取締役　伊伊伊伊　　　　藤藤藤藤　　　　誠誠誠誠

　削減成果の指標は、総量管理

総量管理総量管理

総量管理で実施している。但し、必要に応じて原単位

原単位原単位

原単位を算出し、それぞれのエネルギー削

減方法を見つけるツールにする。

 すなわち,基準年度から算出した目標値に対して、社内基準で5％の上下範囲内の排出量は有意差が確認できない未

判定範囲とし、評価記号は△とする。5％を超える排出量の場合は×印で上削減値

上削減値上削減値

上削減値と表記し削減無しとする。5％以

下の排出量の場合は〇印で下削減値

下削減値下削減値

下削減値と表記し削減有りとする。

Ⅲ.Ⅲ.Ⅲ.Ⅲ.環境経営理念・環境経営方針環境経営理念・環境経営方針環境経営理念・環境経営方針環境経営理念・環境経営方針

1111．環境経営理念．環境経営理念．環境経営理念．環境経営理念

2222．環境経営方針．環境経営方針．環境経営方針．環境経営方針

Ⅳ.Ⅳ.Ⅳ.Ⅳ.環境経営の運用環境経営の運用環境経営の運用環境経営の運用

1111．環境経営の考え方．環境経営の考え方．環境経営の考え方．環境経営の考え方
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２．消費電力の考え方

２．消費電力の考え方２．消費電力の考え方

２．消費電力の考え方

　（１）変動・固定消費電力の存在

　（１）変動・固定消費電力の存在　（１）変動・固定消費電力の存在

　（１）変動・固定消費電力の存在

　（２）変動・固定消費電力の考えられる電力分野

　（２）変動・固定消費電力の考えられる電力分野　（２）変動・固定消費電力の考えられる電力分野

　（２）変動・固定消費電力の考えられる電力分野

　　　１）変動消費電力の分野

　　　２）固定消費電力の分野

　（３）分けて考えるメリット

　（３）分けて考えるメリット　（３）分けて考えるメリット

　（３）分けて考えるメリット

①固定・変動各消費電力の削減策に違いがあり、削減策が絞りやすくなる。

②固定消費電力を変動消費電力に移行することが、削減策に繋がる。

③相関関係グラフの勾配を小さくすることが削減策になる繋がる。　

　（４）固定・変動消費電力の関係

　（４）固定・変動消費電力の関係　（４）固定・変動消費電力の関係

　（４）固定・変動消費電力の関係

　（５）課題

　（５）課題　（５）課題

　（５）課題

３．化石燃料使用量の考え方

３．化石燃料使用量の考え方３．化石燃料使用量の考え方

３．化石燃料使用量の考え方

４．金属の廃棄量の考え方

４．金属の廃棄量の考え方４．金属の廃棄量の考え方

４．金属の廃棄量の考え方

　

５．水溶性切削油の廃棄量の考え方

５．水溶性切削油の廃棄量の考え方５．水溶性切削油の廃棄量の考え方

５．水溶性切削油の廃棄量の考え方

６．水使用量の考え方

６．水使用量の考え方６．水使用量の考え方

６．水使用量の考え方

　弊社では、過去エアコンの消費電力を固定消費電力と仮定して取組んできた。過去データを検証してＨ25年度の

エアコン以外の固定消費電力を算出した結果、年間7018kWhと仮に仮定した。以上をまとめると　　固定消費電力量

＝エアコン消費電力量＋エアコン以外の固定消費電力(7018kWh)

　　　　変動消費電力量＝全消費電力量－固定消費電力量

になる。この関係は、ブロック図でＰ.16「２.変動消費電力原単位「※参考」」の項目で説明している。

　弊社の水の消費は水溶性切削油と社員の生活排水であり、生産活動では水を使用していない。従って、生産に関

係ない生活排水である手洗い、トイレなどの削減は、現実的でないと判断し、水の使用量は基準年度以下を目標に

する。

　弊社の水溶性切削油の廃棄は、加工機の切削油を交換する際に発生する廃油がすべてである。年に1～2回交換時

に発生する廃油はドラム缶3缶(600ℓ)に一時保管して処理するため、廃棄業者に渡す量はゼロの年度もあり年度ごと

の廃棄量の集計は現実的でない。

　従って、前年度と今年度の廃棄量の移動平均を指標にして、基準年度以下を目標にする。

　弊社では、化石燃料削減努力が見えやすい、全車両の走行距離を指標にする。

　但し、ここで注意すべきことは、安全運転の励行である。狭い路地を通って近道をすることではなく、２社以上

同時の納品・引取りの実施、配達時の打合せで忘れ物が無いようにすること、製品検査を徹底し不良品の引取り・

再配達をしないこと等である。

　弊社は材料支給による切削加工が主である。従って、金属屑（切粉）の削減には限界があるため、徹底した分別を目標にし

ている。

　固定消費電力には、エアコン、コンプレッサ、照明、機械の暖気運転等々で、実測は非常に困難である。それを

承知で長年取組んだ結果、(4)で示したようにエアコン以外の固定消費電力を平成25年度より新しく算出している。

この算出には多少無理がある。また、設備変更による電力消費環境の変化（数年前から天井照明を水銀灯からＬＥ

Ｄ灯に変更、インバータ方式のエアコンへ更新、新規にコンプレッサを導入、H31年度は、新規にフライスとマシニ

ング）などで信頼性が少ない数値を取り扱うことになる。このことを頭に置きながら、(3)のメリットを活かし新し

い取組の発見をしたい。

　売上に直結している消費電力量としては、生産設備を直接及び間接的に使用している場合が考えられる。

　過去の年間消費電力と売上高の相関関係は右図のよ

うになる。このグラフの決定係数は0.5828で相関関係が

あり、売上高に関係ない固定消費電力

固定消費電力固定消費電力

固定消費電力と、売上高と連

動する変動消費電力

変動消費電力変動消費電力

変動消費電力の2つの存在が分かる。(右図参

照)

　売上に直結してはいるが、無駄な消費電力として①設備の余力消費電力②設備の損失電力③エアー及び空調設備

等のユティリティ設備の消費電力がある。

　また、売上に直結していない消費電力としては、①休日や休憩時の使用電力②設備の修理や点検時の使用電力③

生産待ち、設備点検・故障時の消費電力④設備起動時(特に暖気運転)など生産立ち上げ時の消費電力⑤制御プログ

ラムの製作時(機械加工中に実施すればなくせる)、制御プログラムの入力時の消費電力等が考えられる。

　この勾配は、固定部分を外した正味の変動消費電力原単位になり、活動評価が正しく把握できる。ただ、この勾

配の算出には数年のデータが必要である。

④変動消費電力が売上高に連動していることは、変動消費電気量が生産効率に直結していることになる。このこと

から、生産効率の向上努力が「変動消費電力原単位」としてリアルタイムに数値が向上し、作業者のやりがいに繋

がる。

y = 4.023x + 63970

R² = 0.5828
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W

h

売上高

売上高売上高

売上高

年間消費電力と売上高

年間消費電力と売上高年間消費電力と売上高

年間消費電力と売上高 H21～

～～

～H30

変動消費

変動消費変動消費

変動消費

電力

電力電力

電力

固定消費

固定消費固定消費

固定消費

電力

電力電力

電力

※ 松下幸之助さんの講演会で「ダム式経営が必要である」と言われたことに対して、受講者は「そのような事は誰でも分かってい

る。今日の講演で『どうしたらダムが出来のるか』を教えてもらわないと話にならない」との質問に対して、松下さんは「私にも分か

らない」と言われたそうです。そのあと続いて「ダムをつくろうと強く思わないとあきませんのや」と言われました。

このことから、私達も固定・変動消費電力の存在強く思い、その存在を通して電力消費の無駄部分を無くしたい。

このことから、私達も固定・変動消費電力の存在強く思い、その存在を通して電力消費の無駄部分を無くしたい。このことから、私達も固定・変動消費電力の存在強く思い、その存在を通して電力消費の無駄部分を無くしたい。

このことから、私達も固定・変動消費電力の存在強く思い、その存在を通して電力消費の無駄部分を無くしたい。

変動消費電力

変動消費電力変動消費電力

変動消費電力

回帰直線式の勾配

回帰直線式の勾配回帰直線式の勾配

回帰直線式の勾配

が原単位に相当

が原単位に相当が原単位に相当

が原単位に相当

決定係数R2

決定係数R2決定係数R2

決定係数R2

0.0
～

～～

～
±0.2 (

ほとんど

ほとんどほとんど

ほとんど
)
相関がない

相関がない相関がない

相関がない

±0.2
～

～～

～
±0.4

弱い相関がある

弱い相関がある弱い相関がある

弱い相関がある

±0.4
～

～～

～
±0.7

相関がある

相関がある相関がある

相関がある

±0.7
～

～～

～

±0.9
強い相関がある

強い相関がある強い相関がある

強い相関がある

±0.9
～

～～

～
±1.0 (

ほぼ

ほぼほぼ

ほぼ
)
完全な相関がある

完全な相関がある完全な相関がある

完全な相関がある

相関の強さ

相関の強さ相関の強さ

相関の強さ

相　関　の　強　さ　区　分

相　関　の　強　さ　区　分相　関　の　強　さ　区　分

相　関　の　強　さ　区　分

(参考

参考参考

参考) 昨年度の決定係数は、

昨年度の決定係数は、昨年度の決定係数は、

昨年度の決定係数は、0.5504の

のの

の

為今年度は、向上している。

為今年度は、向上している。為今年度は、向上している。

為今年度は、向上している。
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環境活動の取組み形態は、ＰＤＣＡサイクルを回しつつ、人間力の育成を目指している。

１．日常の改善活動のＰＤＣＡサイクル

１．日常の改善活動のＰＤＣＡサイクル１．日常の改善活動のＰＤＣＡサイクル

１．日常の改善活動のＰＤＣＡサイクル

２．年間のＰＤＣＡサイクル

２．年間のＰＤＣＡサイクル２．年間のＰＤＣＡサイクル

２．年間のＰＤＣＡサイクル

C会議（四半期ごとに取組成果をチェックする会議）を中心にした取組

３．中期計画のＰＤＣＡサイクル

３．中期計画のＰＤＣＡサイクル３．中期計画のＰＤＣＡサイクル

３．中期計画のＰＤＣＡサイクル

　第4次中期計画取組中に追加・変更した主な内容を白地部分の枠内に記載する。

４．人間力の育成（江戸しぐさの活用）

４．人間力の育成（江戸しぐさの活用）４．人間力の育成（江戸しぐさの活用）

４．人間力の育成（江戸しぐさの活用）

  (1)江戸しぐさとは

  (1)江戸しぐさとは  (1)江戸しぐさとは

  (1)江戸しぐさとは

　(2)取組理由

　(2)取組理由　(2)取組理由

　(2)取組理由

　(3)取組方法

　(3)取組方法　(3)取組方法

　(3)取組方法

　EA21活動を深化させるためには、人間力の向上を目指す必要性から「江戸しぐさ」

「江戸しぐさ」「江戸しぐさ」

「江戸しぐさ」を採り入れている。以下、継続

している取組を紹介する。

　江戸町民の「公衆マナー」であり、かつ「コミュニケーション・スキル」とでも言うべきものである。狭い江戸

の町で「江戸っ子」といわれていた町民が使っていた世間との付き合い方や他人とのかかわり方などの所作全般を

云う。

①弊社の経営理念に「人間的成長を図る」

「人間的成長を図る」「人間的成長を図る」

「人間的成長を図る」ことが示されている。

②ＥＡ２１活動を更に活動を深化させるためには人間力の向上

人間力の向上人間力の向上

人間力の向上を目指す必要性

を感じている。

　江戸しぐさの名言を右写真の様な単行本で全従業員が順番に選び、その名言を

３ヶ月間実践する。３か月経過後の「江戸しぐさ更新会議」時に、全従業員が実

実実

実

践報告

践報告践報告

践報告をし、各自が「切磋琢磨」

「切磋琢磨」「切磋琢磨」

「切磋琢磨」していくシステムである。

Ｐ

ＰＰ

Ｐ

現状を把握して改

善計画の立案

Ｄ

ＤＤ

Ｄ

日常作業での改善活動

Ｃ，Ａ

Ｃ，ＡＣ，Ａ

Ｃ，Ａ

改善結果の評価

スパイラル・アップ

Ｃ，Ａ

Ｃ，ＡＣ，Ａ

Ｃ，Ａ

①全従業員が取

組の自己チェッ

クリストに記入

②年度末反省

スパイラル・アップ

Ｐ

ＰＰ

Ｐ

中期計画の方針決定

Ａ

ＡＡ

Ａ

中期計画の方針決定

Ｃ

ＣＣ

Ｃ

中期計画の評価

第4次中期計画

(H29～H32年度)

①EA21現地審査時

の指導内容の実践

(環境ﾏﾆｭｱﾙの訂正)

②今後のC会議では

従業員へ弊社の取組

(例:変動消費電力等)

説明が必要である。

①原単位管理から総量管

理に変更

②C会議による四半期ご

とのチェック活動

③H31年度はEA21ｶﾞｲﾄﾞﾗｲ

ﾝ2017年版への移行

Ｄ

ＤＤ

Ｄ

年度

ごと

に取

組む

ス

パ

イ

ラ

ル

・

ア

ッ

プ

①前年度末の

反省のまとめ。

②環境への負

荷及び取組の

自己チェック

表。

2222．環境経営の形態．環境経営の形態．環境経営の形態．環境経営の形態

P

PP

P

D

DD

D

計

画

・

実

践

C,A

C,AC,A

C,A

環境活動

計画表を

基に、第

1四半期C

会議

C,A

C,AC,A

C,A

①環境活動

計画表を基

に、第4四

半期(1年

間)のC会議

②年度末反

省

P

D

計

画

・

実

践

P

PP

P

D

DD

D

計

画

・

実

践

P

PP

P

D

DD

D

計

画

・

実

践

2月

実施

C,A

C,AC,A

C,A

環境活動計

画表を基に、

第2四半期

までのC会

議

5月

実施

C,A

C,AC,A

C,A

環境活

動計画

表を基

に、第

3四半

期まで

のC会

議

8月

実施

10月

実施

年度末反省は、全従業員がフィッ

年度末反省は、全従業員がフィッ年度末反省は、全従業員がフィッ

年度末反省は、全従業員がフィッ

シュボーンに記載した年度末反省

シュボーンに記載した年度末反省シュボーンに記載した年度末反省

シュボーンに記載した年度末反省

から次年度以降の取組を決める。

から次年度以降の取組を決める。から次年度以降の取組を決める。

から次年度以降の取組を決める。

【

【【

【江戸しぐさ選考資料

江戸しぐさ選考資料江戸しぐさ選考資料

江戸しぐさ選考資料】

】】

】
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１．第4次中期計画（スローガン）と平成31年度の目標

１．第4次中期計画（スローガン）と平成31年度の目標１．第4次中期計画（スローガン）と平成31年度の目標

１．第4次中期計画（スローガン）と平成31年度の目標

　(1)電気使用量削減率の算出

　(1)電気使用量削減率の算出　(1)電気使用量削減率の算出

　(1)電気使用量削減率の算出

　(2)化石燃料使用量削減率の算出

　(2)化石燃料使用量削減率の算出　(2)化石燃料使用量削減率の算出

　(2)化石燃料使用量削減率の算出

　(3)CO2排出量削減率の算出

　(3)CO2排出量削減率の算出　(3)CO2排出量削減率の算出

　(3)CO2排出量削減率の算出

　(4)第４次中期計画期間中の削減目標値と目標削減率の算出

　(4)第４次中期計画期間中の削減目標値と目標削減率の算出　(4)第４次中期計画期間中の削減目標値と目標削減率の算出

　(4)第４次中期計画期間中の削減目標値と目標削減率の算出

　弊社のCO2排出量の内訳は、電気及び化石燃料の消費が９９％を占め、この２項目の削減が効果的である。

　第4次中期計画（平成29年度～平成32年度）の４年間は、この電気、化石燃料の削減に取組みやすい方法として次

のような「スローガン」を立て啓発活動を実施する。

　以上のスローガンから、４年間の電気、走行距離、CO2の削減目標値と削減率を算出する。

　短縮目標の１５分は、残業含め１日１０時間の操業時間の何％であるかで算出。結果2.5％になる。

　短縮目標の２ｋｍは、基準年度であるH25年度の年間走行距離から１日の走行距離を算出し、この１日の走行距離

の何％であるかで算出。結果1.2％になる。

　基準年度の電気、ガソリン、軽油、LPGのCO2発生量を、電気は2.5％及びガソリンと軽油は1.2％削減させた量か

ら削減率を算出。結果2.33％になる。

　第４次中期計画の最終年度の削減率を４等分して毎年削減していく事で目標値を算出。

以上、廃棄物、水使用量を含めまとめると次の表になる。

　環境省、環境人材育成コンソーシアム（EcoLeaD）主催の第2回環境人づくり企

業大賞2015において、テーマ『環境人間の育成を「江戸しぐさ

江戸しぐさ江戸しぐさ

江戸しぐさ」から学びオン

リーワン企業を目指す』で優秀賞を受賞。

　これを機会に表彰状と記念品を手にて、全従業員で決意の写真を撮る。

　今年度（H31年度）は、第４次中期計画の３年目になる。この中期計画を基に平成30年度の取組み成果・反省を加味しながら

今年度の取組計画を決めていく。

江戸しぐさ取組方法のブロック図

江戸しぐさ取組方法のブロック図江戸しぐさ取組方法のブロック図

江戸しぐさ取組方法のブロック図

３．環境経営目標３．環境経営目標３．環境経営目標３．環境経営目標

●電気使用量の削減スローガン

４年間で１日の作業時間を１５分短縮する

４年間で１日の作業時間を１５分短縮する４年間で１日の作業時間を１５分短縮する

４年間で１日の作業時間を１５分短縮する

●化石燃料の削減スローガン

４年間で１日の車両走行距離を２ｋｍ短縮する

４年間で１日の車両走行距離を２ｋｍ短縮する４年間で１日の車両走行距離を２ｋｍ短縮する

４年間で１日の車両走行距離を２ｋｍ短縮する

【平成31年度の目標値】

CO2の排出量は「５０，３１０ｋｇ－ＣＯ２」以下

私たち

私たち私たち

私たち

の思い

の思いの思い

の思い

は「江戸

は「江戸は「江戸

は「江戸

しぐさ」

しぐさ」しぐさ」

しぐさ」

を継続

を継続を継続

を継続

する事

する事する事

する事
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　　　　注１　使用CO2排出係数0.474kg-CO2/kWh(H21年度中部電力値)

　　　　注２　化学物質（PRTR対象物質）の使用はありません。

２．環境経営目標のブロック図

２．環境経営目標のブロック図２．環境経営目標のブロック図

２．環境経営目標のブロック図

　以上の環境経営目標を分かりやすくブロック図にしたものが、次図である。

これを拡大印刷し社内にパルル方式で掲示し、常に目標を分かりやすくした。

上記

上記上記

上記(3)より

よりより

より

第４次中期計画第４次中期計画第４次中期計画第４次中期計画
※第4次中期計画は、H29年度からH32年度の４年間

※平成25の基準年度は、環境省の日本約束草案の基準年度(2013年)を採用

CO2排出量

kg-CO2

電気消

費量

kWh

走行距離

km

廃棄物(再

生金属)kg

廃棄物(水

溶性廃油)

ℓ

水使用量ℓ

H25

(基準年

度)

51,207 94,574 34,672

分別の

徹底

800 193

目標値 50,908 93,983 34,568 800 193

削減率 0.58% 0.63% 0.30% 以下 以下

目標値 50,609 93,392 34464 800 193

削減率 1.17% 1.25% 0.60% 以下 以下

目標値 50,310 92,801 34,360 800 193

削減率 1.75% 1.88% 0.90% 以下 以下

目標値 50,012 92,210 34,256 800 193

削減率 2.33% 2.50% 1.20% 以下 以下

分別の

徹底

第4次中期計画の目標値と削減率

年度

H29

H30

H31

H32

目標値と

削減率

スローガンから最初に算出（上記

スローガンから最初に算出（上記スローガンから最初に算出（上記

スローガンから最初に算出（上記(1)、

、、

、(2)より）

より）より）

より）

①エコ会議

①エコ会議①エコ会議

①エコ会議

②Ｃ会議（四半期ごとのエコ活動結果の検証）

②Ｃ会議（四半期ごとのエコ活動結果の検証）②Ｃ会議（四半期ごとのエコ活動結果の検証）

②Ｃ会議（四半期ごとのエコ活動結果の検証）

③昼礼・昼会（会社側及び従業員で作り上げていく）

③昼礼・昼会（会社側及び従業員で作り上げていく）③昼礼・昼会（会社側及び従業員で作り上げていく）

③昼礼・昼会（会社側及び従業員で作り上げていく）

④江戸しぐさ更新会議

④江戸しぐさ更新会議④江戸しぐさ更新会議

④江戸しぐさ更新会議(Ｃ会議前

Ｃ会議前Ｃ会議前

Ｃ会議前1か月の月に実施する。この時Ｃ会議の予告をする。

か月の月に実施する。この時Ｃ会議の予告をする。か月の月に実施する。この時Ｃ会議の予告をする。

か月の月に実施する。この時Ｃ会議の予告をする。)

⑤その他（アンケート形式の意見収集、回覧板、掲示板の活用）

⑤その他（アンケート形式の意見収集、回覧板、掲示板の活用）⑤その他（アンケート形式の意見収集、回覧板、掲示板の活用）

⑤その他（アンケート形式の意見収集、回覧板、掲示板の活用）

【

【【

【作業の効率化

作業の効率化作業の効率化

作業の効率化】

】】

】

①実践報告

①実践報告①実践報告

①実践報告

②その他

②その他②その他

②その他

環境
第4次

中期目標

第４次中期目標：

第４次中期目標：第４次中期目標：

第４次中期目標：H25年度

年度年度

年度(日本の約束草案の年度

日本の約束草案の年度日本の約束草案の年度

日本の約束草案の年度)比で

比で比で

比でH29年度～

年度～年度～

年度～R2年度

年度年度

年度(4年間

年間年間

年間)までに達成

までに達成までに達成

までに達成

【

【【

【1

11

1】

】】

】CO2

CO2CO2

CO2の削減

の削減の削減

の削減

2.33%

2.33%2.33%

2.33%

【

【【

【１

１１

１】

】】

】教育活動

教育活動教育活動

教育活動

①各種会議

①各種会議①各種会議

①各種会議(エコ会議、Ｃ会議、昼礼

エコ会議、Ｃ会議、昼礼エコ会議、Ｃ会議、昼礼

エコ会議、Ｃ会議、昼礼)

【

【【

【2】

】】

】各種訓練

各種訓練各種訓練

各種訓練

①防災訓練

①防災訓練①防災訓練

①防災訓練

【

【【

【3】

】】

】啓発活動

啓発活動啓発活動

啓発活動

①ポスター、掲示物、表示物等の制作

①ポスター、掲示物、表示物等の制作①ポスター、掲示物、表示物等の制作

①ポスター、掲示物、表示物等の制作

【

【【

【4】

】】

】研修会

研修会研修会

研修会

①新人研修

①新人研修①新人研修

①新人研修

②江戸しぐさの実践報告

②江戸しぐさの実践報告②江戸しぐさの実践報告

②江戸しぐさの実践報告

③ＣＳＲ、ＳＤＧｓ

③ＣＳＲ、ＳＤＧｓ③ＣＳＲ、ＳＤＧｓ

③ＣＳＲ、ＳＤＧｓ

④環境への取組の自己チェックリストの

④環境への取組の自己チェックリストの④環境への取組の自己チェックリストの

④環境への取組の自己チェックリストの

バラツキ対策

バラツキ対策バラツキ対策

バラツキ対策

【

【【

【5】

】】

】その他

その他その他

その他

①

①①

①EA21現地審査資料の製作等

現地審査資料の製作等現地審査資料の製作等

現地審査資料の製作等

②改善・２Ｓ・３ム活動・その他

②改善・２Ｓ・３ム活動・その他②改善・２Ｓ・３ム活動・その他

②改善・２Ｓ・３ム活動・その他

③自社に誇りが持てる社内環境

③自社に誇りが持てる社内環境③自社に誇りが持てる社内環境

③自社に誇りが持てる社内環境

【

【【

【3

33

3】

】】

】環境経営方針の徹底

環境経営方針の徹底環境経営方針の徹底

環境経営方針の徹底

①教育活動

①教育活動①教育活動

①教育活動 ④研修会

④研修会④研修会

④研修会

②各種訓練

②各種訓練②各種訓練

②各種訓練 ⑤企業価値を高める

⑤企業価値を高める⑤企業価値を高める

⑤企業価値を高める

③啓発活動

③啓発活動③啓発活動

③啓発活動 課題をチャンス化

課題をチャンス化課題をチャンス化

課題をチャンス化

【

【【

【2

22

2】

】】

】廃棄物

廃棄物廃棄物

廃棄物(

((

(金属

金属金属

金属)

))

)・水の削減

・水の削減・水の削減

・水の削減

①再生可能金属

①再生可能金属①再生可能金属

①再生可能金属⇒

⇒⇒

⇒分別

分別分別

分別

②水溶性切削油

②水溶性切削油②水溶性切削油

②水溶性切削油⇒

⇒⇒

⇒800ℓ

800ℓ800ℓ

800ℓ以下

以下以下

以下

③水使用量

③水使用量③水使用量

③水使用量⇒

⇒⇒

⇒193

193193

193㎥以下

㎥以下㎥以下

㎥以下

協議

協議協議

協議

する

するする

する

会議名

会議名会議名

会議名

【

【【

【Ｃ会議で課題抽出

Ｃ会議で課題抽出Ｃ会議で課題抽出

Ｃ会議で課題抽出】

】】

】

①共有工具の効率的運用

①共有工具の効率的運用①共有工具の効率的運用

①共有工具の効率的運用

②台車の効率的運用

②台車の効率的運用②台車の効率的運用

②台車の効率的運用

③その他

③その他③その他

③その他

【

【【

【２Ｓの徹底

２Ｓの徹底２Ｓの徹底

２Ｓの徹底】

】】

】

①実践報告

①実践報告①実践報告

①実践報告

②その他

②その他②その他

②その他

【

【【

【機器の効率的運用

機器の効率的運用機器の効率的運用

機器の効率的運用】

】】

】

①昼間の消灯

①昼間の消灯①昼間の消灯

①昼間の消灯

②高効率機器の導入

②高効率機器の導入②高効率機器の導入

②高効率機器の導入

③その他

③その他③その他

③その他

全員参加

全員参加全員参加

全員参加

の会議です

の会議ですの会議です

の会議です

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油を

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油をｶﾞｿﾘﾝ、軽油を

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油を1.2%削減

削減削減

削減

【

【【

【スローガン

スローガンスローガン

スローガン】

】】

】

4年間で

年間で年間で

年間で1日

日日

日の走行距離を

の走行距離をの走行距離を

の走行距離を2km短縮する

短縮する短縮する

短縮する

(1年間では、

年間では、年間では、

年間では、1日

日日

日500m)

消費電力量

消費電力量消費電力量

消費電力量(kwh)2.5%削減

削減削減

削減

【

【【

【スローガン

スローガンスローガン

スローガン】

】】

】

4年間で

年間で年間で

年間で1日の

日の日の

日の作業時間を

作業時間を作業時間を

作業時間を15分短縮する

分短縮する分短縮する

分短縮する

(1年間では、

年間では、年間では、

年間では、1日約

日約日約

日約4分

分分

分)
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４．平成30年度の環境への取組の自己チェック表

４．平成30年度の環境への取組の自己チェック表４．平成30年度の環境への取組の自己チェック表

４．平成30年度の環境への取組の自己チェック表

 
見える化で、中項目を簡易グラフ化する。

３．昨年度（平成30年度）の環境への負荷の自己チェック表

３．昨年度（平成30年度）の環境への負荷の自己チェック表３．昨年度（平成30年度）の環境への負荷の自己チェック表

３．昨年度（平成30年度）の環境への負荷の自己チェック表

　　　

　　　　　　

　　　注意：(この取組は、H30年度末のデータからH31年度スタートする方針を模索

               するための資料である。)

　この環境への取組の自己チェック表で弊社の取組傾向が把握できると同時に全従業員が実施することで、私達の取組が偏ら

ない、また気づかない項目も認識できることで自己チェック、自己評価に意義がある。

　弊社のデータ処理は、中項目ごとの取組素点を100点満点の指標に変換した評価点で取組レベルを評価している。この変換操

作により、容易に取組レベルが把握できる。

　本年度は、新ガイドラインの環境への取組の自己チェック表に対応した自動計算で上記グラフを作成している。自動計算処

理方法は、Ｐ.25の「ｂ.環境への取組の自己チェック表」の項で記載する。

　H30年度CO2排出量の内訳は、右グラフになる。購入電力がほぼ90％

を占めていることから、CO2の削減策は、購入電力の削減を中心に置

き、続いて化石燃料使用量の削減とする。

　また、下記グラフは、昨年度までのCO2排出状況である。温室効果

ガス排出量は、増加している。それに対して温室効果ガス排出量原単

位は減少している。

　総量管理で取組んでいる弊社にとっては、この結果から、作業の

作業の作業の

作業の

効率化

効率化効率化

効率化が「CO2削減効果の有効な取組である」と考え本年度の取組目

標とする。

0

2

4

6

8

温室効果ガス原単位温室効果ガス原単位温室効果ガス原単位温室効果ガス原単位

kg-CO2/万円万円万円万円

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

温室効果ガス排出量温室効果ガス排出量温室効果ガス排出量温室効果ガス排出量

kg-CO2

１）省エネル

ギー（アウト

プットである

温室効果ガ

スの排出抑

制にも効果

がある取

組）

２）省資源

３）水の効

率的利用及

び日常的な

節水

４）化学物

質使用量の

抑制及び管

理

１）温室効

果ガスの排

出抑制、大

気汚染など

の防止

２）廃棄物

等の排出抑

制、リサイク

ル、適正処

理

３）排水処

理

４）その他

生活環境に

係る保全の

取組など

１）グリーン

購入（環境

に配慮した

物品などの

購入、使用

など）

２）製品及

びサービス

における環

境配慮

１）生物多

様性の保全

と持続可能

な利用のた

めの取組

２）環境コ

ミュニケー

ション及び

社会貢献

３）施主・事

業主におけ

る建築物の

増改築、解

体などに当

たっての環

境配慮

１．事業活動へのインプットに関する項目 ２．事業活動からのアウトプットに関する項目

３．製品及びサービス

に関する項目

４．その他

評価点

74.7 82.2 65.6 81.3 0.0 74.0 0.0 0.0 77.1 96.9 42.9 70.9 0.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

評

価

点

評

価

点

評

価

点

評

価

点

評価点

評価点評価点

評価点

評価点

(100点

満点評価)

大項目

大項目大項目

大項目

小項目

小項目小項目

小項目

表の位置づけ：(本表は、平成30年度末の結果から平成31年度ｽﾀｰﾄ時の目標設定資料にする)

平成30年度環境への取組の自己チェック表 評価点一覧

4箇所の中項目は、弊社に関係

ないため「0」表示になる。
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５．平成31年度の目標（年度末反省から）

５．平成31年度の目標（年度末反省から）５．平成31年度の目標（年度末反省から）

５．平成31年度の目標（年度末反省から）

　(1)平成30年度年度末反省アンケート

　(1)平成30年度年度末反省アンケート　(1)平成30年度年度末反省アンケート

　(1)平成30年度年度末反省アンケート

　弊社は毎年「年度末反省」を全社員対象に実施している。目的は、平成30年度のEA21活動を振返り、平成31年度

がスパイラルアップできる取組目標を決めることである。

　以下が、アンケート用紙とその結果である。

上記のアンケート結果をまとめて、平成

上記のアンケート結果をまとめて、平成上記のアンケート結果をまとめて、平成

上記のアンケート結果をまとめて、平成31

3131

31年度第

年度第年度第

年度第1

11

1四半期Ｃ会議の議題に挙げた協議事項

四半期Ｃ会議の議題に挙げた協議事項四半期Ｃ会議の議題に挙げた協議事項

四半期Ｃ会議の議題に挙げた協議事項

昼礼資料H30.8.27

昼礼資料H30.8.27昼礼資料H30.8.27

昼礼資料H30.8.27

「平成30年度EA21活動の反省点とその具体的な対策」　アンケート用紙

「平成30年度EA21活動の反省点とその具体的な対策」　アンケート用紙「平成30年度EA21活動の反省点とその具体的な対策」　アンケート用紙

「平成30年度EA21活動の反省点とその具体的な対策」　アンケート用紙

【１】平成30年度EA21活動の主な取組

（１）

新EA21のガイドラインの目標としているところ

　　①企業価値を高める。　　　　　　　　　　②環境負荷とコストを削減

　　①企業価値を高める。　　　　　　　　　　②環境負荷とコストを削減　　①企業価値を高める。　　　　　　　　　　②環境負荷とコストを削減

　　①企業価値を高める。　　　　　　　　　　②環境負荷とコストを削減

　　③社員の活力を引き出す。　　　　　　　　④社員が誇れる企業にする。

　　③社員の活力を引き出す。　　　　　　　　④社員が誇れる企業にする。　　③社員の活力を引き出す。　　　　　　　　④社員が誇れる企業にする。

　　③社員の活力を引き出す。　　　　　　　　④社員が誇れる企業にする。

（２）

今年度目標としてきた取組

1)当社の具体的な取組

　　①「３ム」の発言

　　②棚品目表示板

　　③作業の効率化

　　④その他色々

2)取組み内容の区分

　　①ハード的取組（改善）⇒　施設設備の更新

　　②ソフト的取組（改善）⇒　現状の施設設備での改善(アイデア勝負)

【２】平成30年度の反省

例年の年度末反省は、項目を書きましたが、今年度は、各自自由に書いていただく事にしました。

内容は、ｴｺ活動に関してだけでなく、

　　　当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもよろしい。

当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもよろしい。当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもよろしい。

当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもよろしい。

提出期限

提出期限提出期限

提出期限

9月

月月

月13日

日日

日(木

木木

木)

【3】次年度(平成31年度)の目標

当社の経営理念

1.当社の経営理念に基づいて取組む。

1.システム化してきた今日までの取組を継続する。

2.C会議等全従業員参加型の会議を活用する。

3.改善活動の推進　⇒　2Sの取組⇒上記の【1】-(2)-1)の①～④

⇒　2Sの取組⇒上記の【1】-(2)-1)の①～④⇒　2Sの取組⇒上記の【1】-(2)-1)の①～④

⇒　2Sの取組⇒上記の【1】-(2)-1)の①～④

1.改善活動の推進。

2.研修会の実施・参加

1.改善活動の推進

2.江戸しぐさの実践推進

3.全員参加型の会議で民主的に推進

1.社内親睦行事の推進

社員が誇れる社内環

境を作る

社員の活力を生かす

作業の効率化を図る

環境負荷の削減に努

める

企業価値を高める

内　　　　　　容目　　標

（1）お客様のご要望に「確かな技術・誠実な対応」で応え、社会の発展に貢献する。

（2）ものづくりを通して社員の人間的成長を図る。

平成30年9月18日昼礼資料

「平成30年度エコ活動の反省点とその具体的な対策」

アンケート結果

【２】平成30年度の反省

　例年の年度末反省は、項目を書きましたが、今年度は、各自が自由に書いていただく事にしまし

た。

山田：

・新ＥＡ21のガイドラインが本業と一致したため、伊藤鉄工が社長と従業員が一致して今後目指す何

かがあるといいと思います。

・

・・

・将来的に親睦会旅行の行先も同じ所になってくるので、従業員が一緒に先端技術が体験・見学出

来る工場見学をするのも良いと思います。

・

・・

・ .ＥＡ21活動で色々ル－ルを決めた内容をキ-ワ－ド的に書き提示するのも良いと思います。

小川：

・棚品目の表示板を作成したので探す時間のムダを省いた。

・取組、活動に対しての共通理解（全員が同程度の理解力を持っていると良いと思う。）

藤井：

・使った道具は必ず元の場所に戻す事。

・決められたル－ルは、守る事。

佐久間：

・毎年、防災訓練がＥＡ現地審査で指摘されているのに実行出来ていないのが残念です。現地審査

員の方に

”改善する気がない”と判断されかねないので、毎年きちんと防災訓練出来るようにしたい。

・工場内の看板化（棚品目、見取り図等）は、探す時間の短縮（ゼロ化）にに大切な取組みだと思う。

これからも見直し改善に積極的に取り組んで行きたい。

・工場内の"見える化"と　〝ゼロ化〝で作業時間の短縮を図る。

吉川：

・一回作業した物、作業手順書をつける。どんな順番で作業したか、どういう道具を使ったかなど、そ

うすれば不良防止にも繋がる,そして改善点も見つかると思う。

中橋：

・無駄な電気は消す。（男子トイレの電気点けっぱなしの時がある。）

・手洗いの水も出っ放し（2回）あるので出したら閉める、付けたら消すを忘れずにやってほしい。

打屋：

・作業の効率化を図る為に、物を探す時間を短縮する。

・個人の棚、引き出し等の整理整頓。

・共有工具棚の整理整頓。

・探しやすい様に分類の仕方を工夫する。ドリル、リーマ等の在庫表の作成。

新藤：

・今まで取り組んできた事の台車の見直し、黄色い線守られているかなど。（線から材料や物が飛び

出ている事があるから。）・ドリル・リーマ等の在庫管理。改善していける様今後も取り組んでいきた

い。

三輪：

・5年後、10年後も伊藤鉄工で仕事がしたいと思えるような会社を目指したい。そしてもっと社長と社

員が話し合える場を増やし、個々のスキル向上を図り、ムリ、ムダ、ムラを無くすためにお互いが円

滑にコミニケーションを取れるような風通しのいい職場にする。

服部： ・今期取り組んできた、棚の整理整頓等、現状維持が出来るようにしていきたい。

大宅： ・報告・連絡・相談を徹底して行い的確な製品作りが出来るようにする。

西玉栄：

・我が社の取り組みは、とても良い取り組みだと思います。継続していく事が大事だと思います。明る

く楽しく仕事しましょう。

内容は、ｴｺ活動に関してだけでなく、

　
当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもよろ

当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもよろ当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもよろ

当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもよろ

しい。

しい。しい。

しい。

来年度の取組目標は、上記の課題等を皆さんが思っていること

を踏まえ、各種会議、エコ活動を推進していきたいと思います。

発

言

者

の

氏

名

は

伏

せ

ま

し

た

ｱﾝｹｰﾄ結果ｱﾝｹｰﾄ結果ｱﾝｹｰﾄ結果ｱﾝｹｰﾄ結果

アンケートに回答し易く、弊社のエコ活

アンケートに回答し易く、弊社のエコ活アンケートに回答し易く、弊社のエコ活

アンケートに回答し易く、弊社のエコ活

動の現状を記載する。

動の現状を記載する。動の現状を記載する。

動の現状を記載する。

アンケートに回答し

アンケートに回答しアンケートに回答し

アンケートに回答し

易く、新ガイドライン

易く、新ガイドライン易く、新ガイドライン

易く、新ガイドライン

を

をを

を5

55

5項目の目標に区

項目の目標に区項目の目標に区

項目の目標に区

分する。

分する。分する。

分する。

各自の意見は、この赤四角枠部分に記入

各自の意見は、この赤四角枠部分に記入各自の意見は、この赤四角枠部分に記入

各自の意見は、この赤四角枠部分に記入

１．過去のフィッシュﾎﾞｰﾝから絞り込んで継続していく取組

(1)リーマーの整理

(2)新人に対して、機械加工の基礎を教えていく。

(3)機械加工段取り等お互いに協議し効率良い加工をする。

(4)３ム活動(昼礼時の取組)

２．新ガイドラインへの対応

平成31年度　環境活動レポート　13 / 31 ページ



１．システム化してある経営計画の取組

１．システム化してある経営計画の取組１．システム化してある経営計画の取組

１．システム化してある経営計画の取組

月1回 当番制

毎日 当番制

年1～2回

毎日

工場長の指

示と当番

毎日と月1

回

ｴｱｺﾝ操作者

と集計係

設備の管理・推進(設備管理ｼｰﾄ、ｸﾚｰﾝの日常点検)

毎日と月1

回

当番制

効率的な設備の導入

課題発生時

社長

Ｃ会議等協議しての省エネ活動

課題発生時

全従業員

個人の改善提案による省エネ活動

課題発生時

全従業員

グループの改善提案による省エネ活動

課題発生時

全従業員

リーダーの改善提案による省エネ活動

課題発生時

全従業員

空間利用

課題発生時

全従業員

2.走行距離の削減

2.走行距離の削減2.走行距離の削減

2.走行距離の削減

社用車の走行距離、燃料給油量、空気圧等の記入・チェック

引取納品時

引取納品者

走行距離のデータ集計 月1回 集計担当

社内・社外でのエコ運転推進

引取納品時

引取納品者

3.材質別分別（金属屑）

3.材質別分別（金属屑）3.材質別分別（金属屑）

3.材質別分別（金属屑）

材質別分別の徹底

切粉廃棄時

加工者

改善点検ﾁｪｯｸ票で廃材・切粉置場及び周辺の清掃 月1回 当番制

4.廃棄物（水溶性切削油）

4.廃棄物（水溶性切削油）4.廃棄物（水溶性切削油）

4.廃棄物（水溶性切削油）

油性と水溶性の分別の徹底

課題発生時

全従業員

改善点検表のﾁｪｯｸで廃油置場及び周辺の清掃 月1回 当番制

5.節水の方策と啓発活動

5.節水の方策と啓発活動5.節水の方策と啓発活動

5.節水の方策と啓発活動

節水コマの活用 毎日 全従業員

手洗い場の節水呼びかけｼｰﾙによる取組 毎日 全従業員

6.環境経営に関する活動

6.環境経営に関する活動6.環境経営に関する活動

6.環境経営に関する活動

全社員による「環境への取組の自己チェック表」への記入 年度末 全従業員

「エアコン、エアードライヤー簡易点検簿」による点検 3ヶ月毎 当番

環境関連法規遵守状況のチェック 年度末

副環境経営

責任者

防火訓練の取組 5月 全従業員

安全対策の取組 毎日 全従業員

7.環境経営に関する研修

7.環境経営に関する研修7.環境経営に関する研修

7.環境経営に関する研修

定期的な会議(C会議、江戸しぐさ更新会議、昼礼) 定期的 全従業員

出張・研修の取組 課題発生時

全従業員

年度末 全従業員

8.5Rの推進

8.5Rの推進8.5Rの推進

8.5Rの推進

課題発生時

全従業員

9.環境経営に関する啓発活動

9.環境経営に関する啓発活動9.環境経営に関する啓発活動

9.環境経営に関する啓発活動

パネルによる啓発

課題発生時

ﾊﾟﾈﾙ係

工場美化運動

課題発生時

全従業員

情報の共有化(昼礼等の会議で)、その他

課題発生時

全従業員

２．新経営計画の取組

２．新経営計画の取組２．新経営計画の取組

２．新経営計画の取組

エアコン稼働時間の記録(電源のON、0FF)と集計

化石燃料

使用量の

削減

 金属屑の

再資源化

　弊社の経営計画は、システム化を目指し、出来るだけ簡易な方法で効率化を狙っている。今年度は、「システム化してある

経営計画の取組」と、新ガイドラインに沿う様新しく追加した取組を「新経営計画の取組」の項目として報告する。

電

気

使

用

量

の

削

減

1.省エネ活動

1.省エネ活動1.省エネ活動

1.省エネ活動

「昼の照明器具電源OFF点検表」の運用

昼の天井照明のON、OFF操作

当番表(保全ｶﾚﾝﾀﾞ、掃除当番表、照明器具清掃記録表、改善点検表)による点

検・整備・清掃(ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ、ｴｱﾄﾞﾗｲﾔ、ｴｱｺﾝ、蛍光灯、加工機、工場内)の運用

日程

担当者・

部署

経営

目標

具　　体　　的　　な　　取　　組　　内　　容

①リデュースの推進(ゴミ減らし)②リユースの推進(再利用)③リサイクル推進

(資源として再利用)④リフューズの推進(不要なものは買わない)⑤リペアの推進

(修理して長く使う)

　　2)新ガイドラインが要求している環境への負荷及び取組の自己チェック表、及び弊社独自の環境経営計画表

　　（C会議用資料）が目的に合致し、短時間で作成ができる資料作りに取組等。

環境経営

方針を全

従業員に

周知徹底

する方策

（教育・

訓練・そ

の他）

　　

　　　　

　　1)「環境負荷とコストの削減」を目指す

水溶性切

削油の削

減

水使用量

の削減

年度末反省

　弊社は、新ガイドラインの目指す方向を、①企業価値を高める。②環境負荷とコストを削減する。③社員の活力を引き出し

生かす。④社員が誇れる会社である事と捉える。

　今年度は、その中で次の点に注目して取組む。

Ⅴ.Ⅴ.Ⅴ.Ⅴ.環境経営計画環境経営計画環境経営計画環境経営計画
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（1）新経営計画の取組内容

（1）新経営計画の取組内容（1）新経営計画の取組内容

（1）新経営計画の取組内容

1.データ処理のシステム化

1.データ処理のシステム化1.データ処理のシステム化

1.データ処理のシステム化

通年 事務局

通年 事務局

通年 事務局

2.新らしくシステム化する取組

2.新らしくシステム化する取組2.新らしくシステム化する取組

2.新らしくシステム化する取組

通年 事務局

年度末 全従業員

　変化を見るため過去2年分のデータを記し、評価する。

ﾋﾟﾝｸ色の塗つぶしが本年度の実績値

１.CO2排出量の削減

１.CO2排出量の削減１.CO2排出量の削減

１.CO2排出量の削減

1.75%削減

日程

△

平成30年度

平成30年度平成30年度

平成30年度 平成31年度

平成31年度平成31年度

平成31年度 評価

評価評価

評価

全CO2排出量

kg-CO2

新ガイドラインの啓発

「環境への負荷の自己チェック表」の入力の簡素化及び効果的な活用

54,672

「環境への取組の自己チェック表」の入力の簡素化及び効果的な活用

経営

目標

具　　体　　的　　な　　取　　組　　内　　容

 

 

 

持

続

可

能

な

 

 

企

業

活

動

「環境経営計画表」製作のシステム化

(弊社独自の計画表で、C会議資料と兼用している。)

49,87747,177

　Ｐ．７の項目「(1)指標」で記述したが、弊社の指標は総量管理を採用している。ただし、評価の参考に必要と考えられる項

目には原単位も算出している。この場合の目標値は、基準年度値を仮目標値とする。また、評価についても、基準年度値の5％

を上下削減値とする。

項　目

項　目項　目

項　目 目標値

目標値目標値

目標値 平成29年度

平成29年度平成29年度

平成29年度

担当者・

部署

　弊社の主なCO2排出量の源は、電

力が85～90％で、化石燃料が残り

である。

　目標値は、基準年度から１．７

５％削減を目指した排出量に対し

て、本年度は上下削減値の間で未

判定になる。

　本年度は、新規に汎用フライス

とマシニングを導入したにも関わ

らず電気使用量共々少なくなって

いる。考えられる原因は、昨年度

に比べて今年度は生産量が減少し

ている。

年度末反省を利用して、新ガイドラインに沿った取組を目指すスタートとしてア

ンケート(フィッシュボーン)などで引き出す

50,310

Ⅵ.Ⅵ.Ⅵ.Ⅵ.環境経営目標と実績と評価環境経営目標と実績と評価環境経営目標と実績と評価環境経営目標と実績と評価

１．ＣＯ１．ＣＯ１．ＣＯ１．ＣＯ2

22

2の削減の削減の削減の削減

42,000

44,000

46,000

48,000

50,000

52,000

54,000

56,000

平成29年度 平成30年度 平成31年度

CO2排出量排出量排出量排出量 kg-CO2

CO2排出量 上削減値 下削減値

評 価
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１.電気使用量の削減

１.電気使用量の削減１.電気使用量の削減

１.電気使用量の削減

1.88%削減

２.変動消費電力原単位「※参考」

２.変動消費電力原単位「※参考」２.変動消費電力原単位「※参考」

２.変動消費電力原単位「※参考」

　前記したように、原単位の指標は参考にするために算出する。

電気使用量

kWh

7.45

評価

評価評価

評価

平成30年度

平成30年度平成30年度

平成30年度 平成31年度

平成31年度平成31年度

平成31年度項　目

項　目項　目

項　目

　今回検証した結果、弊社はH27

～H29年にかけて、エアコンをイ

ンバータ付きに更新し、エアコン

消費電力の測定方式を、SII 一般

社団法人環境共創イニシアチブ方

式、すなわち同じ時間電源ＯＮを

していても電気使用量は月により

違い、その係数をかける方式にし

ている事を見つけた。

　従って、H25年を基準年度にす

ることが間違いである。

　

　弊社は、過去データを一覧表で

保持している。今後は、このデー

タから固定消費電力値を現状に近

づけたい。

92,801

△

7.51 ×

変動消費電力原単位

kWh/万円

5.11

平成29年度

平成29年度平成29年度

平成29年度 平成30年度

平成30年度平成30年度

平成30年度 平成31年度

平成31年度平成31年度

平成31年度項　目

項　目項　目

項　目

89,028

目標値

目標値目標値

目標値 平成29年度

平成29年度平成29年度

平成29年度

　弊社は「「作業効率の向上」の

指標に変動消費電力原単位を採用

している。

　過去にエアコンのみを固定消費

電力にしていたが、実状に近づけ

るため左記の月毎消費電力グラフ

から左記のブロック図のようにエ

アコン以外の固定消費電力を考え

た経緯がある。

　結果は、H25年度から今年度は

相当に非効率な仕事をしている事

になる。

目標値

目標値目標値

目標値

　今年度は、昨年に続き猛暑で

あったが、エアコン使用量は昨年

が20,588kWhで今年が15,730kWhで

24％の減少である。

　電気使用量は昨年と比較すれば

9.3％の削減である。目標値と比

較すれば未判定である。

　

　弊社の取組は、「節電」を、

「スローガン形式」で取組やすく

している。私達の電力削減は、効

率的な作業を目指す事である。

8.24

評価

評価評価

評価

101,917 92,437

２．電気使用量の削減２．電気使用量の削減２．電気使用量の削減２．電気使用量の削減

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

105,000

平成29年度 平成30年度 平成31年度

電気使用量電気使用量電気使用量電気使用量 kWh

電気使用量 上削減値 下削減値

評 価

評 価

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

平成29年度 平成30年度 平成31年度

変動消費電力原単位変動消費電力原単位変動消費電力原単位変動消費電力原単位 kWh/万円万円万円万円

.変動消費電力原単位 上削減値 下削減値

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

1

0

月

1

1

月

1

2

月

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

過去３年間の月毎消費電力

過去３年間の月毎消費電力過去３年間の月毎消費電力

過去３年間の月毎消費電力 kWh

H29年度

年度年度

年度

H30年度

年度年度

年度

H31年度

年度年度

年度

消費電力

消費電力消費電力

消費電力(実測値

実測値実測値

実測値)

94,574kWh

ｴｱｺﾝ消費

ｴｱｺﾝ消費ｴｱｺﾝ消費

ｴｱｺﾝ消費

電力

電力電力

電力

48,842kW

h

ｴｱｺﾝ以外

ｴｱｺﾝ以外ｴｱｺﾝ以外

ｴｱｺﾝ以外

の固定消

の固定消の固定消

の固定消

費電力

費電力費電力

費電力

7,018kWh

変動消費電力

変動消費電力変動消費電力

変動消費電力

(消費電力

消費電力消費電力

消費電力)－

－－

－(固

固固

固

定消費電力

定消費電力定消費電力

定消費電力)

38,714kWh

平成25年度基準にした

固定消費電力算出方法

平成25年度以降この数

値は固定にする。
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１．走行距離の削減

１．走行距離の削減１．走行距離の削減

１．走行距離の削減

0.9%削減

２.走行距離原単位「※参考」

２.走行距離原単位「※参考」２.走行距離原単位「※参考」

２.走行距離原単位「※参考」

　前記したように、原単位の指標は参考にするために算出する。

0%削減

項　目

項　目項　目

項　目

目標値

目標値目標値

目標値

△

〇

　総量管理との建前から特に目標

値を考えていない。ただ、上記し

た走行距離の指標は、売上の多少

により直接影響する値である。

従って、原単位値の検証も考え、

H25年度を仮目標値にして過去3年

分を算出している。

　結果は、向上しているが、原因

が見当たらない。

　原因を分かりやすくするには、

基準年度を近い前年度が検証しや

すいかもしれない。

3.28 3.49 3.71

走行距離原単位

km/万円

4.57

項　目

項　目項　目

項　目

走行距離

km

　当社の場合、車種が限定してい

るため省エネ運転には限界があ

る。また、ガソリン車、ディーゼ

ル車の区別なく使用しているた

め、個々の指標では意味が無い為

走行距離を指標にして、効率の良

い納品・引取に挑戦している。

　結果は、上下削減値間にあるた

め、未判定で、安定した車の使用

方法かもしれない。今後も継続し

てデータ取得をしていきたい。

評価

評価評価

評価平成29年度

平成29年度平成29年度

平成29年度 平成30年度

平成30年度平成30年度

平成30年度 平成31年度

平成31年度平成31年度

平成31年度

評価

評価評価

評価

34,768

平成29年度

平成29年度平成29年度

平成29年度

34,360

26,653 34,393

目標値

目標値目標値

目標値

平成31年度

平成31年度平成31年度

平成31年度平成30年度

平成30年度平成30年度

平成30年度

３．化石燃料使用量の削減３．化石燃料使用量の削減３．化石燃料使用量の削減３．化石燃料使用量の削減

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成29年度 平成30年度 平成31年度

走行距離走行距離走行距離走行距離 km

走行距離 上削減値 下削減値

評 価

評 価

0.000

1.000

2.000

3.000

4.000

5.000

6.000

平成29年度 平成30年度 平成31年度

走行距離原単位

走行距離原単位走行距離原単位

走行距離原単位 km/万円

万円万円

万円

走行距離原単位 上削減値 下削減値

H25年度に対しての上下削減値
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１．廃棄金属屑の分別

１．廃棄金属屑の分別１．廃棄金属屑の分別

１．廃棄金属屑の分別

　金属屑はリサイクルが出来る為、分別の徹底を目標にしている。材質・形状による分別は20種類に及んでいる。

　参考値として、全廃棄金属の重量実績値を記載する。

100%

１．水溶性切削油廃棄量の削減

１．水溶性切削油廃棄量の削減１．水溶性切削油廃棄量の削減

１．水溶性切削油廃棄量の削減

　年間の排出量が年度によってばらつきが大きい為、前年度との移動平均で変化を観る。

以下%削減

１．水使用量の削減

１．水使用量の削減１．水使用量の削減

１．水使用量の削減

%削減

平成29年度

平成29年度平成29年度

平成29年度

203

0 1,000 600

水使用量

㎥

193

238 240 ×

　弊社の廃棄量は、加工機の切削

油になる。各加工機毎、設備管理

シートで切削油の交換時期を記入

している。

　ただ、零細企業のため、生産が

第一優先のため、切削油の交換

は、仕事の合間になっている。

　適切な交換時期をどの様に科学

的に決めていったらよいかが課題

である。

項　目

項　目項　目

項　目 目標値

目標値目標値

目標値

平成31年度

平成31年度平成31年度

平成31年度 評価

評価評価

評価

100% 100%

金属廃棄物

分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底

平成31年度

平成31年度平成31年度

平成31年度

項　目

項　目項　目

項　目 目標値

目標値目標値

目標値 平成29年度

平成29年度平成29年度

平成29年度 平成30年度

平成30年度平成30年度

平成30年度

評価

評価評価

評価

〇

水溶性切削油廃棄

量　ℓ

800

15,561 19,554

　弊社の水の使用は、直接生産活

動で消費はしていない。どちらか

というと、生活排水が多い。

　従て、節水コマ、自作の啓発ポ

スタ、シールなどを活用してい

る。

　ただ、今年は、マシニングの新

規導入で、いくらか水使用量は増

加したが、基準年度より従業員数

が2名増加いていることが原因だ

ろう。

○

平成30年度

平成30年度平成30年度

平成30年度 平成31年度

平成31年度平成31年度

平成31年度 評価

評価評価

評価

項　目

項　目項　目

項　目 目標値

目標値目標値

目標値 平成29年度

平成29年度平成29年度

平成29年度 平成30年度

平成30年度平成30年度

平成30年度

100%

分別の徹底

金属廃棄物実績

kg(参考値)

17,217

４．金属屑の再資源化４．金属屑の再資源化４．金属屑の再資源化４．金属屑の再資源化

５．水溶性切削油廃棄量の削減５．水溶性切削油廃棄量の削減５．水溶性切削油廃棄量の削減５．水溶性切削油廃棄量の削減

６．水使用量の削減６．水使用量の削減６．水使用量の削減６．水使用量の削減

0

100

200

300

平成29年度 平成30年度 平成31年度

水使用量水使用量水使用量水使用量 ㎥㎥㎥㎥

水使用量 上削減値 下削減値

評 価

評 価

0

200

400

600

800

1,000

1,200

平成29年度 平成30年度 平成31年度

水溶性切削油廃棄量水溶性切削油廃棄量水溶性切削油廃棄量水溶性切削油廃棄量 ℓ

水溶性切削油廃棄量 上削減値 下削減値

H29年度は、

廃棄無し
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１．システム化してある取組み

１．システム化してある取組み１．システム化してある取組み

１．システム化してある取組み

　環境経営計画にある取組で、システム化してある取組及び新らしくシステム化する取組（①データ処理のシステム化　②新らしくシステム

化する取組）について報告する。

　本年度は、汎用フライス盤とマシニングの設備を新規に導入し、従来

の機械の配置を総合的に見直す。結果、大幅な２Ｓ活動

２Ｓ活動２Ｓ活動

２Ｓ活動を実施する。

　(1)新規フライス盤、マシニング導入に伴う工具棚、作業台、床の３Ｓと

　(1)新規フライス盤、マシニング導入に伴う工具棚、作業台、床の３Ｓと　(1)新規フライス盤、マシニング導入に伴う工具棚、作業台、床の３Ｓと

　(1)新規フライス盤、マシニング導入に伴う工具棚、作業台、床の３Ｓと

　　　旧設備の配置換えと新設備の設置

　　　旧設備の配置換えと新設備の設置　　　旧設備の配置換えと新設備の設置

　　　旧設備の配置換えと新設備の設置

Ⅶ.Ⅶ.Ⅶ.Ⅶ.環境経営計画に基づき実施した環境経営計画に基づき実施した環境経営計画に基づき実施した環境経営計画に基づき実施した

取組内容取組内容取組内容取組内容

工具棚の２Ｓ

2S

前

の

工

具

棚

新設備設置の為の工場内各所の所の３Ｓ

工具の分類

工具の分類工具の分類

工具の分類

工具を棚に

工具を棚に工具を棚に

工具を棚に

セット

セットセット

セット

棚段数を多くし、飛散する

切り切り粉侵入防止カバー

各所の壁面、床の清掃

清掃後は、床

清掃後は、床清掃後は、床

清掃後は、床

の塗装と型紙

の塗装と型紙の塗装と型紙

の塗装と型紙

で設置場所の

で設置場所ので設置場所の

で設置場所の

確認

確認確認

確認

新設備の設置

新設備の設置新設備の設置

新設備の設置

右上：汎用フライス

右上：汎用フライス右上：汎用フライス

右上：汎用フライス

右下：マシニング

右下：マシニング右下：マシニング

右下：マシニング
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　(２)修理、安全管理的取組み

　(２)修理、安全管理的取組み　(２)修理、安全管理的取組み

　(２)修理、安全管理的取組み

　(３)「昇降イス」の開発

　(３)「昇降イス」の開発　(３)「昇降イス」の開発

　(３)「昇降イス」の開発

屋外のエアーホースが破損したため交換

故障内容：クレーンの西方向走行が時々ストップする。

手元スイッチと制御盤ボックス間の断線が判明する。

　弊社のホームページを見て、足に障害を持った高齢者に対して、「立ち上がれる補助具」の製作依頼があった。名称を「昇

降イス」とし、それに応えるべく依頼者の仕様をお聞きし製作に取組む。

　また、平成30年度のものづくり補助金の申請を、同時進行で挑戦する。　結果は、不採択であった。

高所窓の開閉ハンドルが、ボックスに格納できなくなった

ため、誇り防止と兼ねてハンドルを格納する。

電源盤付近に研削盤がある。防火対策として、鋼板を壁面に張る

窓開閉ﾊﾝﾄﾞﾙのカバー設置(修理)

トラッキング防止カバー設置

エアーホースの交換

上段ホースが廃棄ホース

交換作業

電源盤付近の防火対策

改善

改善改善

改善

クレーンの修理

配電盤と手元

コントロールス

イッチ間の断線

と判明する。

外付けの配線

で修理完了。

その旨を記載

する。

外付けの

配線で対

応する。

壁面に鋼板を張る。

修理

修理修理

修理

改善

改善改善

改善

「機械カルテ」

「機械カルテ」「機械カルテ」

「機械カルテ」

への記載

への記載への記載

への記載
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　(４)改善活動

　(４)改善活動　(４)改善活動

　(４)改善活動

通い箱の整理台の製作

改善

改善改善

改善

切り粉受けが樹脂製で

樹脂製で樹脂製で

樹脂製で

強度不足

強度不足強度不足

強度不足のため取外

し、独自の切り粉カ

バーを製作

切り粉

カバー

切り粉飛

散防止

フェンス

を左右に

製作

右側面は、通常

の鋼板フェンスと

カーテンフェンス

の組み合わせで、

初試みが大成功

整理

整理整理

整理

整理前

整理後

キャ

スタ

付き

整理

台

100V、

、、

、200V、エアーゴム配管

、エアーゴム配管、エアーゴム配管

、エアーゴム配管の整理

の整理の整理

の整理

ものづくり補助金の申請ファイル

結果

結果結果

結果は

はは

は不採択

不採択不採択

不採択でした

でしたでした

でした。

。。

。

左右ともフライ

ス盤の曲面に

沿った形状にし、

確実に飛散防

止が出来る形

状にする。

改善

改善改善

改善

整理前は、乱雑になっている

整理後

新フライス盤の改良

完成した昇降イス

ものづくり補助金の公募要項
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　(５)その他の取組

　(５)その他の取組　(５)その他の取組

　(５)その他の取組

　　新ガイドラインに対応し、本業に於いて大切な取組である。

２．新らしくシステム化する取組

２．新らしくシステム化する取組２．新らしくシステム化する取組

２．新らしくシステム化する取組

　（１）データ処理のシステム化

　（１）データ処理のシステム化　（１）データ処理のシステム化

　（１）データ処理のシステム化

　昼礼の有効活用では、平成31年1月から社長が短時間にユー

チューブによる動画や、資料を活用した研修を採り入れた昼礼を実

施している。

　下記写真のテーマの他には、切削速度、回転数、テーブル送り、

チップ、コーティング、不等ピッチエンドミル、高効率加工、書類の管

理方法、・・・・・等々である。

【詩をつくり楽しむ】

１．水を貯め地球を守る

　　　　　琵琶湖かな

　　２．山の上から見る湖は、

　　　　　空の青さを映した

　　　　　　　鏡のように輝く

弊社のホームページを

ご覧ください。

　クッションピンは、数が多く重量があるため、旋盤

への取付が大変重労働である。

　従って、吊りリングを考案する。

　結果は、作業が楽になり、段取り時間が短縮され

た。

　　お客様の訪問時には、

　掲示板で社内啓発を実施

　ＥＡ２１に関するデータ処理は、エクセルソフトを使用し、効率化と評価しやすい資料製作をシステム化することに取組

む。

　ここでは、「環境経営計画表」と「環境への取組の自己チェック表」の自動計算のシステム化について、ブロック図で概要

を、ワークシート図で詳細に報告する。

吊りリングの製作

旋盤のチャックと吊りリン

グにクッションピン(加工素

材)を掛ける

救急箱の整備

コンプレッサの冷却穴

扉を閉じると、冷却効果無し

穴あけ後の面取り

改善

改善改善

改善

研修会の実施

江戸しぐさの

「明るくおはようしぐ

さ」の実践

親睦旅行で従従業

員間の親睦推進

手書き及びネット資

料を使った刃物の

剛性について

ユーチューブを

使って最新の穴加

工について

拡

拡拡

拡

大

大大

大
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　１）自動計算システムの取組の概要

　２）自動計算システムの取組の詳細

 
　　　ａ．環境経営計画表

　

この表は、弊社の取組計画を決める一番大切にしている「Ｃ会議」の資料である。

　　　　ａ）一次データボックス

一次データボックスには、当該年度の全てのデータが格納される。

　弊社のC会議資料は、「環境経営計画表」を兼用している。

この資料には、CO2排出量、CO2排出量原単位等々の環境データ

が、11種類のグラフにして自動表示する。

　弊社の「環境への取組の自己チェック表」は、全従業員に自

己評価していただき、それらの平均値を自動計算でグラフ化し

ている。

「評価点グラフ」が

自動計算処理表示

１）省エネル

ギー（アウト

プットである

温室効果ガ

スの排出抑

制にも効果

がある取

組）

２）省資源

３）水の効

率的利用及

び日常的な

節水

４）化学物

質使用量の

抑制及び管

理

１）温室効

果ガスの排

出抑制、大

気汚染など

の防止

２）廃棄物

等の排出抑

制、リサイ

クル、適正

処理

３）排水処

理

４）その他

生活環境に

係る保全の

取組など

１）グリーン

購入（環境

に配慮した

物品などの

購入、使用

など）

２）製品及

びサービス

における環

境配慮

１）生物多

様性の保全

と持続可能

な利用のた

めの取組

２）環境コ

ミュニケー

ション及び

社会貢献

３）施主・事

業主におけ

る建築物の

増改築、解

体などに当

たっての環

境配慮

１．事業活動へのインプットに関する項目 ２．事業活動からのアウトプットに関する項目

３．製品及びサービス

に関する項目

４．その他

評価点
79.9 71.4 82.3 0.0 55.0 82.0 0.0 0.0 40.8 83.0 77.3 69.3 0.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

小

項

目

の

評

点

小

項

目

の

評

点

小

項

目

の

評

点

小

項

目

の

評

点

平成

平成平成

平成31年度

年度年度

年度 環境への取組の自己チェック表の

環境への取組の自己チェック表の環境への取組の自己チェック表の

環境への取組の自己チェック表の

「項目別評価点グラフ」

「項目別評価点グラフ」「項目別評価点グラフ」

「項目別評価点グラフ」

評価点

(100点満点評価)

大項目

大項目大項目

大項目

小

小小

小

項

項項

項

目

目目

目

本グラフは、平成31年度末の結果から令和2年度ｽﾀー ﾄ時(令和元年10月1日～)の目標設定資料にする

赤線は

赤線は赤線は

赤線は

大項目

大項目大項目

大項目

の評点

の評点の評点

の評点

破線は

破線は破線は

破線は

総合評

総合評総合評

総合評

点

点点

点

一次データボックス

ファイル名「月毎データ整理」

データの手入力

データの手入力データの手入力

データの手入力

二次データボックス

シート名「環境データ」

１次データボックス

環境への取組の自己チェック表

「環境への取組の自己チェック表」

の個人用紙記入表

「環境への取組の自己チェック表」

の完成

「環境経営計画表」の資料中に下記タイプ

のグラフ が11種類自動計算処理表示

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10月12月 2月 4月 6月 8月

月毎の

月毎の月毎の

月毎のCO2排出量

排出量排出量

排出量

kg-CO2 ｸﾞﾗﾌ

ｸﾞﾗﾌｸﾞﾗﾌ

ｸﾞﾗﾌ1

H29年

度

H30年

度

全従業員が紙資料に記入

全従業員が紙資料に記入全従業員が紙資料に記入

全従業員が紙資料に記入

月毎稼働時間の合計

エアコン管理表、運行管理表、各種伝票

（電気、水道水、LPガス、ガソリン、軽油、

鉄くず、廃棄物・・・）、売上等々からデータ

を手入力

自動計算

後グラフ

表示

自動計算後

自動転送

自動計算後

手動でデー

タ転送

自動計算

後グラフ

表示

環境経営計画表
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　　　　ｂ）二次データボックス

　二次データボックスは、毎年一次データボックスからコピーし、月毎、年度毎に過去のデータが全て

保管されている。これらのデータを基に、例えば原単位に自動計算した結果を保管している。このよう

に加工したデータは、50種類以上になる。

　これらの各種のデータを、自動的にグラフ化して、「環境経営計画表」「環境経営レポート」に取り

入れている。それらの表とグラフを紹介する。

項　目 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H18年度 2006年度 8,393 7,602 11,761 15,688 16,675 12,356 11,827 7,188 6,988 6,230 10,295 9,629 124,632

H19年度 2007年度 6,960 6,090 7,727 10,366 11,873 9,030 9,213 5,538 5,290 5,849 9,757 10,469 98,162

H20年度 2008年度 7,795 5,809 8,892 10,178 12,620 11,338 9,000 6,460 7,134 7,973 13,112 9,289 109,600

H21年度 2009年度 6,858 4,947 6,834 6,537 8,335 6,777 7,027 4,338 4,933 5,672 10,203 9,363 81,824

H22年度 2010年度 5,537 4,500 5,513 9,496 11,819 9,077 9,077 4,833 5,321 6,185 9,809 10,874 92,041

H23年度 2011年度 5,746 4,577 6,057 10,576 13,493 9,123 7,300 4,873 5,520 7,112 10,693 9,337 94,407

H24年度 2012年度 7,398 6,914 8,980 10,664 13,767 9,558 8,833 5,105 5,803 5,434 10,807 8,069 101,332

H25年度 2013年度 7,074 5,239 8,692 9,833 10,622 10,538 6,414 4,559 5,402 7,204 9,836 9,161 94,574

H26年度 2014年度 8,341 4,829 7,869 10,014 13,685 10,906 8,030 5,962 6,448 6,175 9,534 7,499 99,292

H27年度 2015年度 5,810 5,843 8,438 11,346 13,956 10,895 9,695 5,237 5,442 6,805 11,030 7,702 102,199

H28年度 2016年度 6,810 6,181 8,389 8,511 13,592 10,439 6,654 5,448 5,870 6,491 10,856 8,676 97,917

H29年度 2017年度 5,574 5,610

6,345 8,119 12,321 9,678 7,683 4,982 5,266 5,687 9,442 8,321

89,028

H30年度 2018年度

7,385 5,677 8,011 10,562 12,496 9,537 8,719

6,675 7,358 6,854 11,610 7,033 101,917

H31年度 2019年度

6,661 5,527 6,905 8,507 10,849

8,769 7,819 5,674 8,308 8,006 7,937 84,962

H32年度 2020年度 0

H33年度 2021年度 0

基準年度 H25年度 2013年度 7,074.0 5,239.0 8,692.0 9,833.0 10,622.0 10,538.0 6,414.0 4,559.0 5,402.0 7,204.0 9,836.0 9,161.0 94,574.0

3年前 H28年度 2016年度 6,810.0 6,181.0 8,389.0 8,511.0 13,592.0 10,439.0 6,654.0 5,448.0 5,870.0 6,491.0 10,856.0 8,676.0 97917

2年前 H29年度 2017年度 5,574.0 5,610.0 6,345.0 8,119.0 12,321.0 9,678.0 7,683.0 4,982.0 5,266.0 5,687.0 9,442.0 8,321.0 89028

昨年 H30年度 2018年度 7,385.0 5,677.0 8,011.0 10,562.0 12,496.0 9,537.0 8,719.0 6,675.0 7,358.0 6,854.0 11,610.0 7,033.0 101917

今年 H31年度 2019年度 6661 5527 6905 8507 10849 8769 7819 5674 8308 8006 7937 0 84962

項　目 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H19年度 2007年度 6,960 13,050 20,777 31,143 43,016 52,046 61,259 66,797 72,087 77,936 87,693 98,162

H20年度 2008年度 7,795 13,604 22,496 32,674 45,294 56,632 65,632 72,092 79,226 87,199 100,311 109,600

H21年度 2009年度 6,858 11,805 18,639 25,176 33,511 40,288 47,315 51,653 56,586 62,258 72,461 81,824

H22年度 2010年度 5,537 10,037 15,550 25,046 36,865 45,942 55,019 59,852 65,173 71,358 81,167 92,041

H23年度 2011年度 5,746 10,323 16,380 26,956 40,449 49,572 56,872 61,745 67,265 74,377 85,070 94,407

H24年度 2012年度 7,398 14,312 23,292 33,956 47,723 57,281 66,114 71,219 77,022 82,456 93,263 101,332

H25年度 2013年度 7,074 12,313 21,005 30,838 41,460 51,998 58,412 62,971 68,373 75,577 85,413 94,574

H26年度 2014年度 8,341 13,170 21,039 31,053 44,738 55,644 63,674 69,636 76,084 82,259 91,793 99,292

H27年度 2015年度 5,810 11,653 20,091 31,437 45,393 56,288 65,983 71,220 76,662 83,467 94,497 102,199

H28年度 2016年度 6,810 12,991 21,380 29,891 43,483 53,922 60,576 66,024 71,894 78,385 89,241 97,917

H29年度 2017年度 5,574 11,184 17,529 25,648 37,969 47,647 55,330 60,312 65,578 71,265 80,707 89,028

H30年度 2018年度 7,385 13,062 21,073 31,635 44,131 53,668 62,387 69,062 76,420 83,274 94,884 101,917

H31年度 2019年度 6,661 12,188 19,093 27,600 38,449 47,218 55,037 60,711 69,019 77,025 84,962

H32年度 2020年度

基準年度 H25年度 2013年度 7,074.0 12,313.0 21,005.0 30,838.0 41,460.0 51,998.0 58,412.0 62,971.0 68,373.0 75,577.0 85,413.0 94,574.0 0.0

3年前 H28年度 2016年度 6,810.0 12,991.0 21,380.0 29,891.0 43,483.0 53,922.0 60,576.0 66,024.0 71,894.0 78,385.0 89,241.0 97,917.0 0

2年前 H29年度 2017年度 5,574.0 11,184.0 17,529.0 25,648.0 37,969.0 47,647.0 55,330.0 60,312.0 65,578.0 71,265.0 80,707.0 89,028.0 0

昨年 H30年度 2018年度 7,385.0 13,062.0 21,073.0 31,635.0 44,131.0 53,668.0 62,387.0 69,062.0 76,420.0 83,274.0 94,884.0 101,917.0 0

今年 H31年度 2019年度 6661 12188 19093 27600 38449 47218 55037 60711 69019 77025 84962 0

項　目 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H19年度 2007年度 0

H30年度 2018年度 189,435 156,274 192,041 230,976 258,703 213,933 202,990 173,749 186,097 181,216 271,396 191,694 2,448,504

H31年度 2019年度 183,972 160,416 185,333 215,653 259,453 223,506 205,896 167,182 212,567 208,826 211,183 2,233,987

H32年度 2020年度 0

H33年度 2021年度 0

3.電気使

用量kWh

5.電気料

金(円)

年　度（和暦・西暦）

年　度（和暦・西暦）

年　度（和暦・西暦）

4.電気使

用量累計

kWh

環境経

営レ

ポート

のグラ

フ作成

環境経営計画表

２次データボックス

後二次

データボッ

クスに手

動でデー

タ移動後、

自動計算

でデータ

の加工

自動計

算で、

下記表

とグラフ

ができ

る。
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　　ｂ.環境への取組の自己チェック表

　本計画表の弊社の特徴は、

①全従業員が自己評価を行う事で、エコ活動への参画意識が高まる。

②項目ごとの素点を、満点時の素点に対して、項目ごとの素点の割合を算出し、100点満点に対しての割合を評価点として達成

具合が分かりやすくしている。

➂項目ごとの評価点をグラフ化して「見える化」している。

④同じ項目であっても従業員によって認識度が違う。その違い度をバラツキ度として大きいものにレ点を付けて、課題にして

いる。

紙ベースで、全従業が記入
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環境経営レポート

全従業員に紙ベースで配布した「環境への取組の自己チェック

自動

計算

下記タ

イプの

グラフ

が11種

類自動

表示
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※Ｐ．１２の項目「４．平成30年度の環境への取組の自己チェック表」から改訂している。

１）省エネル

ギー（アウト

プットである

温室効果ガ

スの排出抑

制にも効果

がある取

組）

２）省資源

３）水の効

率的利用及

び日常的な

節水

４）化学物

質使用量の

抑制及び管

理

１）温室効

果ガスの排

出抑制、大

気汚染など

の防止

２）廃棄物

等の排出抑

制、リサイ

クル、適正

処理

３）排水処

理

４）その他

生活環境に

係る保全の

取組など

１）グリーン

購入（環境

に配慮した

物品などの

購入、使用

など）

２）製品及

びサービス

における環

境配慮

１）生物多

様性の保全

と持続可能

な利用のた

めの取組

２）環境コ

ミュニケー

ション及び

社会貢献

３）施主・事

業主におけ

る建築物の

増改築、解

体などに当

たっての環

境配慮

１．事業活動へのインプットに関する項目 ２．事業活動からのアウトプットに関する項目

３．製品及びサービス

に関する項目

４．その他

評価点

79.9 71.4 82.3 0.0 55.0 82.0 0.0 0.0 40.8 83.0 77.3 69.3 0.0

0.0
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小

項

目

の

評

点

小

項

目

の

評

点

小

項

目

の

評

点

小

項

目

の

評

点

平成平成平成平成31年度年度年度年度 環境への取組の自己チェック表の環境への取組の自己チェック表の環境への取組の自己チェック表の環境への取組の自己チェック表の

「項目別評価点グラフ」「項目別評価点グラフ」「項目別評価点グラフ」「項目別評価点グラフ」評価点

(100点満点評価)

大項目

大項目大項目

大項目

小

小小

小

項

項項

項

目

目目

目

本グラフは、平成31年度末の結果から令和2年度ｽﾀｰﾄ時(令和元年10月1日～)の目標設定資料にする

赤線は

赤線は赤線は

赤線は

大項目

大項目大項目

大項目

の評点

の評点の評点

の評点

破線は

破線は破線は

破線は

総合評

総合評総合評

総合評

点

点点

点

実践時 満点時

素点計 214.8 272.4

１．事業活動へのインプットに関する項目

１．事業活動へのインプットに関する項目１．事業活動へのインプットに関する項目

１．事業活動へのインプットに関する項目

評価点 78.8 100

１）省エネルギー（アウトプットである温室効果ガスの排出抑制にも効果がある取組）

１）省エネルギー（アウトプットである温室効果ガスの排出抑制にも効果がある取組）１）省エネルギー（アウトプットである温室効果ガスの排出抑制にも効果がある取組）

１）省エネルギー（アウトプットである温室効果ガスの排出抑制にも効果がある取組）

実践時 満点時

素点計 167.9 210.2

評価点 79.9 100

①エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約

①エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約①エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約

①エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約

0.74 0.7

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

具体的な取組内容具体的な取組内容

具体的な取組内容

取組段階の目安

取組段階の目安取組段階の目安

取組段階の目安

導入

導入導入

導入

発展

発展発展

発展

継続的発展

継続的発展継続的発展

継続的発展

重要

重要重要

重要

度

度度

度

取組

取組取組

取組 素点

素点素点

素点

満点時の

満点時の満点時の

満点時の

素点

素点素点

素点

重要

重要重要

重要

度の

度の度の

度の

ﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷ

取組

取組取組

取組

のﾊﾞﾗ

のﾊﾞﾗのﾊﾞﾗ

のﾊﾞﾗ

ﾂｷ

ﾂｷﾂｷ

ﾂｷ

重要

重要重要

重要

度の

度の度の

度の

ﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷ

大

大大

大

取組の

取組の取組の

取組の

ﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷ

大

大大

大

1 事務室、工場などの照明は、昼休み、残業時など、不必要な時は消灯している 継続的発展 2.5 2.1 5.2 5.0

0.5 0.3

1

ロッカー室や倉庫、使用頻度が低いトイレなど、照明は普段は消灯し、使用時のみ点灯してい

る

継続的発展 2.3 2.1 4.9 4.7 0.7 0.3 ✔

1 パソコン、コピー機などのOA機器は、省電力設定にしている 継続的発展 2.1 1.7 3.6 4.2

0.7 0.6

1 夜間、休日は、パソコン、プリンターなどの主電源を切っている 発展 2.1 1.6 3.4 4.2

0.7 0.6

0 エレベーターの使用を控え、階段を使用している 未設置 － －

－ － － －

1 空調の適温化（冷房28℃程度、暖房20℃程度）を徹底している 継続的発展 2.7 2.1 5.6 5.3

0.5 0.3

1 使用していない部屋の空調を停止している 継続的発展 2.7 2.1 5.7 5.5

0.4 0.3

1 ブラインドやカーテンの利用などにより、熱の出入りを調節している 発展 2.4 1.8 4.2 4.8

0.6 0.4

1

夏季における軽装（クールビズ）、冬季における重ね着（ウォームビズ）など服装の工夫をし

て、冷暖房の使用を抑えている

発展 2.2 1.6 3.6 4.4 0.7 0.8 ✔

1 達成時期を定めた具体的な数値目標を設定している 継続的発展 2.5 1.6 4.2 5.1

0.5 0.5

1 緑のカーテンを設置している 発展 2.4 1.8 4.2 4.8

0.6 0.4

1 すだれや庇の取り付けで窓からの日射の侵入を防いでいる 導入 2.3 1.6 3.7 4.7

0.8 0.6 ✔

1 屋外機の冷却対策（よしず、日陰、散水など）をしている 導入 2.3 1.5 3.3 4.5

0.6 0.7

1 窓に断熱シート（プチプチマットなど）を貼付け、熱のロスを防いでいる 継続的発展 2.4 1.8 4.4 4.8

0.6 0.4

0 屋上に野菜などを植えて屋上緑化をしている 未導入 － －

－ － － －

1 空調を必要な区域や時間に限定して使用している 継続的発展 2.5 1.9 4.8 5.0

0.5 0.3

0 人感センサー、照度センサー等による管理を行っている 未導入 － －

－ － － －

1 間引き照明を実施している 継続的発展 2.2 1.5 3.4 4.4

0.7 0.7

1 既存製造方法を見直し、エネルギーの効率的利用をしている 継続的発展 2.2 1.5 3.3 4.4

0.6 0.5

1

＜製造工程＞工程間の仕掛かり削減、ラインの並列化や部分統合などにより生産工程の待機時

間を短縮している

継続的発展 2.4 1.4 3.5 4.9 0.7 0.5

1

＜製造工程＞前処理、前加工、予熱などを合理化することにより生産工程の時間を短縮してい

る

継続的発展 2.4 1.3 3.3 4.9 0.7 0.5

0 ピークシフト【電力消費時間帯をずらし、ピーク電力を減らす仕組み】を実施している 未導入 － －

－ － － －

*

1 ＜作業工程＞作業が効率的になる加工順を考えて生産工程の時間を短縮している 継続的発展 2.8 1.5 4.2 5.6

0.4 0.5

*

1 ＜作業工程＞段取りが短縮できる方策を考えて生産工程の時間を短縮している 継続的発展 2.8 1.5 4.2 5.6

0.4 0.7

*

1 工場内の空間利用活動等により、2S活動を積極的に実施している 継続的発展 2.6 1.8 4.5 5.2

0.5 0.4

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②設備機器などの適正管理

②設備機器などの適正管理②設備機器などの適正管理

②設備機器などの適正管理

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

具体的な取組内容具体的な取組内容

具体的な取組内容

取組段階の目安

取組段階の目安取組段階の目安

取組段階の目安

導入

導入導入

導入

発展

発展発展

発展

継続的発展

継続的発展継続的発展

継続的発展

重要

重要重要

重要

度

度度

度

取組

取組取組

取組 素点

素点素点

素点

満点時の

満点時の満点時の

満点時の

素点

素点素点

素点

重要

重要重要

重要

度の

度の度の

度の

ﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷ

取組

取組取組

取組

のﾊﾞﾗ

のﾊﾞﾗのﾊﾞﾗ

のﾊﾞﾗ

ﾂｷ

ﾂｷﾂｷ

ﾂｷ

重要

重要重要

重要

度の

度の度の

度の

ﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷ

大

大大

大

取組の

取組の取組の

取組の

ﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷﾊﾞﾗﾂｷ

ﾊﾞﾗﾂｷ

大

大大

大

1 空調機のフィルターの定期的な清掃・交換など、適正に管理している 継続的発展 2.5 1.9 4.9 5.1 0.5 0.3

1

冷暖房終了時間前に熱源機を停止し、装置内の熱を有効利用している（予冷や予熱時には外気

の取り入れをしていない）

導入 2.5 1.5 3.8 5.0 0.5 0.8 ✔

1 照明器具については、定期的な清掃、交換を行うなど、適正に管理している 導入 2.3 1.8 4.1 4.7 0.7 0.4 ✔

0 エレベーターの夜間、休日の部分的停止などを行っている 未導入 － － － － － －

大項目

結果

中項目

結果

下記ﾊﾞﾗﾂｷ度以

上の項目に✔が

付く。

(下記黄色セル

地のﾊﾞﾗﾂｷ値の

変更でﾊﾞﾗﾂｷ度

の変更が可能)

完成した「環境への取組の自己チェック表」

完成した環境への取組の自己チェック表の「項目別評価点グラ

自動

自

動

計

算

4箇所の中項

目は、弊社に

関係ないため

「0」表示
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　（２）新ガイドラインに沿ったた取組

　（２）新ガイドラインに沿ったた取組　（２）新ガイドラインに沿ったた取組

　（２）新ガイドラインに沿ったた取組

　　　１）フィッシュボーンのまとめ

　　　２）弊社が持続可能な企業を目指すための方策

 　弊社はごあいさつで記載した様に、今後新ガイドラインを4項目に分類して分かりやすく取組んでいく事にした。この中で、新

ガイドラインの改訂は環境面から社会・経済面に幅を広げた内容である事、また従業員が最も身近で回答しやすい事、の2点

を勘案し「従業員が誇れる会社」をフィッシュボーン（特性要因図）の特性にしてアンケートを実施した。ただ、環境負荷の削減

と作業の効率化（コストの削減)は必須と考え要因として事前に記入したアンケートにした。

　フィッシュボーン以外の内容で、自由に意見を書

いていただく年度末の反省。

　例年弊社は、年度末反省を全従業員に対して行っている。今年度は、新ガイドラインに沿ってフィッシュボーンの頭を「従

業員が誇れる会社」にし、その他「弊社が向上する方策」の2本柱でアンケートをとる。

全従業員の記入をまとめたフィッシュボーン

フィッシュボーン以外で、弊社が向上するた

めの方策・意見のまとめ

配布Ｒ1.9.24の昼礼時

【本年度の反省の基本的考え方】

当社が向上するための方策・問題点等どのようなことでもいいです。

・

・・

・ＥＡ21の現在の活動項目は確実に実施されていると思います。

　今後も継続できるように努めていきます。

・まじめに働く事。

・作業時間の短縮、（ムダな動きがをなくす。）

（例）　1、夜間自動運転で加工出来るシステム作り。

　　　　2、1人で多台持ち化システムの構築、多能工化

「「「「平成平成平成平成31313131年度末年度末年度末年度末ＥＡＥＡＥＡＥＡ２１２１２１２１活動活動活動活動のののの反省点反省点反省点反省点とととと

そのそのそのその具体的具体的具体的具体的なななな対策対策対策対策」」」」アンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果

　　　　　・仕事分担を適切にする。多能工化と組合わせる。　　　　　

　　　　5、納期をまもる。

　　　　4、おしゃか削滅対策を具体的に取り組む。

　　　　3、段取り時間の短縮を図る工具、治具、仕組み等の開発

【【【【2222】】】】平成平成平成平成31313131年度年度年度年度のののの反省反省反省反省

・昼礼時にユ-チュ-ブでの加工方法、工具の紹介等は実作業が出来るので良いと思い

ます。

・効率的作業を具体的に取り組むために取り組む形（組織）として2～3人でプロジェクト

チームを作り、課題としてより具体的な課題・目標を作ると良いと思います。

「従業員が誇れる会社」を特性にして

全従業員が記入したフィッシュボーン

まとめ

まとめまとめ

まとめ

①環境負荷の削減②作業の効率化の

２項目は、事前に記載しておく
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１．次年度の環境経営目標

１．次年度の環境経営目標１．次年度の環境経営目標

１．次年度の環境経営目標

２．次年度の環境経営計画

２．次年度の環境経営計画２．次年度の環境経営計画

２．次年度の環境経営計画

1.弊社の経営理念に基づいて取組む。

１.作業の効率化

2.研修会の実施・参加

3.改善活動の推進。

1.余暇活用(残業時間の縮小化等)

2.江戸しぐさの実践推進

3.全員参加型の会議で民主的に推進

4.改善活動の推進

1.社内親睦行事の推進

2.江戸しぐさの推進

3.令和元年度の年度末反省会で実施したフィッシュボーンの活用

企業価値を高める

　　エコアクション21のガイドラインが2017年版に改訂されたのを受け、次年度は持続可能な事業所を目指し新

　ガイドラインに沿って、次の5項目のカテゴリーに分けた取組内容で挑戦する。

　次年度の環境経営目標は、以下に示すとおり第4次中期計画の4年目（令和２年度)の数値を目標とする。

コストの削減に努

める

従業員の活力を生

かす

目　　標 内　　　　　　容

1.システム化してきた今日までの取組を継続

【システム化した取組】

　①改善点検表　②設備管理シート　③天井クレーン日常点検表　④機械カルテ

⑤エアコン・ドライヤー管理表　⑥昼の消灯点検　⑦ガソリン、軽油の使用量と請

求金額　⑧水道量と請求金額　⑨等々EA21用データの記入、集計

【弊社のEA21事務局の取組】

　①新ガイドラインに対応して自動化したエクセルデータ(見える化)の見直しと、

データを生きた資料として活用できる方法の研究。特に、C会議資料の活用

　　方法の研究

　②.C会議資料の等全従業員参加型の会議を活用

2.改善活動(2S)の推進

従業員が誇れる社

内環境を作る

環境負荷の削減に

努める

Ⅷ.Ⅷ.Ⅷ.Ⅷ.次年度の環境経営目標及び環境経営計画次年度の環境経営目標及び環境経営計画次年度の環境経営目標及び環境経営計画次年度の環境経営目標及び環境経営計画

弊社の経営理念

弊社の経営理念弊社の経営理念

弊社の経営理念

(1）お客様のご要望に「確かな技術・誠実な対応」で応え、社会の発展に貢献する。

(2）ものづくりを通して社員の人間的成長を図る。

第４次中期計画

第４次中期計画第４次中期計画

第４次中期計画

※第4次中期計画は、H29年度からＲ２年度の４年間

※平成25の基準年度は、環境省の日本約束草案の基準年度(2013年)を採用

CO2排出量

kg-CO2

電気消費

量kWh

走行距離

km

廃棄物(再

生金属)kg

廃棄物(水

溶性廃油)

ℓ

水使用量ℓ

H25

(基準年度)

51,207 94,574 34,672

分別の

徹底

800 193

目標値 50,908 93,983 34,568 800 193

削減率 0.58% 0.63% 0.30% 以下 以下

目標値 50,609 93,392 34464 800 193

削減率 1.17% 1.25% 0.60% 以下 以下

目標値 50,310 92,801 34,360 800 193

削減率 1.75% 1.88% 0.90% 以下 以下

目標値 50,012 92,210 34,256 800 193

削減率 2.33% 2.50% 1.20% 以下 以下

年度

目標値と

削減率

分別の

徹底

H30

R1

H29

R2

第4次中期計画の目標値と削減率
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3．次年度の課題

3．次年度の課題3．次年度の課題

3．次年度の課題

　本年度のデーター整理をした結果から考察と課題をまとめる。

　（１）考察

　（１）考察　（１）考察

　（１）考察

　　　１）変動・固定消費電力

　　　２）変動・固定消費電力の精度向上への取組

　（２）課題

　（２）課題　（２）課題

　（２）課題

　　　１）基準年度の見直し

　　　２）変動消費電力原単位の見直し

　　　　　３）Ｃ会議の取組

　今日までの取組結果から次年度は、①取組成果グラフを11種類一度に提示するのでなく1つづつ議論する。②固

定・変動消費電力等難解な語句について共通理解しつつ議論する取組で進化させたい。

　弊社の固定・変動消費電力の区分は、作業の効率化を測る指標にしている。その指標は変動消費電力原単位（算

出方法：変動消費電力/売上）で、毎年固定消費電力であるエアコン消費量を測定して算出している。

（参考：変動消費電力＝全消費電力-固定消費電力－エアコン以外の消費電力（7,018 kwh））

　この算出した変動消費電力原単位は、過去10年分の「年間消費電力と売上高」の相関関係グラフの回帰直線式の

勾配（変動消費電力/売上）と同じになるはずである。ところが測定値と勾配とは値が違いすぎている。一度H25年

度に修正は試みたがまだ値が違いすぎている。

　このことが、弊社の長年の課題である。

　来年度からの固定消費電力を「年間消費電力と売上高」の回帰直線式から読み取れる値（Ｙ軸との交点：y＝ax×

bのbの値）を採用してみる。

　

　今年度までは、環境省の25年度を基準年度としてしてきたが、結果をチェックするためには、近い過去と比較す

ることて、削減策の現状を把握しやすいことに気づいた。

　従って、次年度からは2年前を基準年度にすることを考えたい。

  また、前記した「第4次中期計画」の目標値も再検討したいと思っている。ただ、年度ごとの削減率は第4次計画

を踏襲したい。、

　右図の月毎の消費電力図から、エアコンが原因で

季節によって大きく変動している。直接売上に連動

していないこの部分固定消費電力と考える。それに

対して、変動消費電力は、売上に直結しており、売

上は月毎大きく変化しない（作業効率の向上で僅か

は変化する）。その様に考えれば、右図の固定は上

部に、変動部分は下部になる。

　1)の結果から、売上と消費電力の相関を年間(P・

8参照)と月毎に観てみる。月ごとの結果は下図のよ

うに、相関の強さ(Ｒ2)は安定してないが、11月と8

月の固定消費電力は２倍以上(929/4273.6)の違いが

ある。

 この結果は予想していたが、弊社の目的である作

業効率の指標である変動消費電力原単位と決定係数

が安定していない。

　これらの結果を再考したい。

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

過去３年間の月毎消費電力

過去３年間の月毎消費電力過去３年間の月毎消費電力

過去３年間の月毎消費電力 kWh

H29年度

年度年度

年度

H30年度

年度年度

年度

H31年度

年度年度

年度

固定消費電力部分

変動消費電力部分

過去3年間の月毎消費電力

過去10年間の月毎消費電力の相関

y = 1.7057x + 4273.6

R² = 0.303

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0 500 1000 1500

消

費

電

力

売上

11月消費電力

月消費電力月消費電力

月消費電力

kWh

y = 8.7828x + 6547.6

R² = 0.5977

0

5,000

10,000

15,000

0 200 400 600 800 1000

消

費

電

力

売上

2月消費電力

月消費電力月消費電力

月消費電力

kWh

y = 3.2025x + 3117.6

R² = 0.5896

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0 500 1000 1500

消

費

電

力
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5月消費電力

月消費電力月消費電力

月消費電力

kWh

y = 1.728x + 9293

R² = 0.0475

0
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10,000
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0 200 400 600 800 1000

消

費

電

力

売上

売上売上

売上

8月消費電力

月消費電力月消費電力

月消費電力

kWh

固定消費電力

相関の強さ(決定係数)

変動消費電力原単位
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下記項目の点検は、副環境経営責任者で令和元年10月1日に検査した結果である。

大垣消防組合消防長宛、

平成12年4月24日届済

○

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（平成30年度

分）

大垣火災予防条例

第69条

溶接・溶断作業届

　以上、最新の法律に基づき正しく遵守していることを確認しました。

平成12年12月4日付

番号「21第　騒-34号」

の受理書受取済

○

○

　平成３１年度（令和元年度）は、環境関連法規等への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘は、

過去３年間はありません。

消防法第17条の3

の3

消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告書

(3年に1回)

産業廃棄物の処理

及び清掃に関する

法律第12条の3第

1項

産業廃棄物管理票交付

大垣消防所長宛、

平成30年3月19日報告済

フロン排出抑制法

当社のエアコン、エアードライヤーは、7.5kw未満

の為簡易点検で実施

簡易点検簿の記帳

令和元年9月30日確認

○

岐阜県公害防止条

例第48条第1項

特定施設の設置の届出（施設の種類：走行クレー

ン）

産業廃棄物管理票交付状況を

過去5年分を令和元年9月18

日確認

○

産業廃棄物の処理

及び清掃に関する

法律第12条の3第

7項

岐阜県知事宛

令和元年５月27日提出済

○

大垣火災予防条例

第68条

発電設備・変電設備・蓄電池設備、設置届

大垣消防組合消防長宛、

平成10年3月2日届済

○

法規等名称 内　　　　　容 処　理　年　月　日

点検

結果

Ⅸ.Ⅸ.Ⅸ.Ⅸ.環境関連法規などの遵守状況の確認環境関連法規などの遵守状況の確認環境関連法規などの遵守状況の確認環境関連法規などの遵守状況の確認

及び及び及び及び 評価の結果、並びに違反、訴訟評価の結果、並びに違反、訴訟評価の結果、並びに違反、訴訟評価の結果、並びに違反、訴訟

などの有無などの有無などの有無などの有無

２２２２．．．．環境関連法規等の違反、訴訟等の有無環境関連法規等の違反、訴訟等の有無環境関連法規等の違反、訴訟等の有無環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

平成31年度　環境活動レポート　30 / 31 ページ



１．代表者による全体評価

２．代表者による見直しと指示

　(1)環境経営方針

弊社の経営理念に沿っており、変更の必要はない。

　(2)環境経営目標及び環境経営計画

経営方針に沿って分かりやすく目標値を設定し取組みしており、次年度も継続すること。

但し次年度の基準年度は、2年前(H30年度)の近い年度にし、比較チェックをしやすくすること。

　(3)実施体制

　江戸しぐさなど、エコ活動はよくやっていると思います。ただ省エネ（CO2削減）に結びついているか

というと疑問が残ります。

  熱い寒いを我慢して節約しなければ、冷暖房（エアコン）の消費電力量はその年の季候（夏暑いか、冬

寒いか）と就業時間（残業で最後の人が帰る時間）で決まります。同様に照明も最後の人が帰る時間で決

まります。また機械の待避電力は非常に大きくマシニングセンターで約3000Wくらい消費します。蛍光灯

40Wの75倍です。朝電源を入れて帰るまで消費しています。よって1日15分の時間短縮は省エネには非常に

良いことだと思います。

　ただ、残業短縮は困る人もいます。最近世間では頻繁にIOTが叫ばれています。機械とネットワークで

インターネットと結びデータを解析する。例えば機械の切削している時間を見える可できます。多品種少

量生産の工場では30%くらいだそうです。70%は段取りとかで止まっています。この止っている時間を少な

くすれば生産性も上がり、少なくとも電力の原単価は良くなります。仕事は客先の納期とか都合で効率よ

くすることは困難な面もあります。また社員も生活が懸かっていれば収入を得るため一人になっても残業

をする人もいます。一人でも十人でも電灯やコンプレッサー等の消費電力は同じように掛かります。どう

しても非効率な部分はあります

　わが社は今期1000円売上げるのに電気代は20円強掛かっています。省エネ（Co2削減）は地球環境に

とっては重要なことです。儲かるエコ活動を唱えるなら、正味の機械の稼働率（切削している時間）を上

げることだと思います。このことが、生産性を上げることになります。そして省エネにもなります。つま

り1000円売り上げるのに電気代は19円、18円と下がります。勿論原単位の話ですが。このことが儲かるエ

コ活動だと思います。もっと実のあるエコ活動をして頂ければ、すべてに置いてベストだと思います。

各種会議は、全従業員参加型で、今後も民主的に共通理解した取組を継続して実施体制の変更は

ない。

Ⅹ.Ⅹ.Ⅹ.Ⅹ.代表者による全体評価と見直し・指示代表者による全体評価と見直し・指示代表者による全体評価と見直し・指示代表者による全体評価と見直し・指示
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